
  あなたにも  あなたにも

 大きな 大きなツキツキがが

ありますように！ありますように！
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こ
れ
ま
で
の
大
月
駅
周
辺
と

こ
れ
ま
で
の
大
月
駅
周
辺
と

　
　
　
　
　
　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
・
・
・

　
　
　
　
　
　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
・
・
・

大
月
駅
周
辺
の
整
備
事
業
っ
て
何
？

　

「
大
月
の
顔
」
と
も
言
え
る
大
月
駅

前
と
、
そ
の
周
辺
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

し
、中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る
た
め
、

平
成
13
年
度
に
策
定
し
た
「
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
」
を
基
に
事
業
化

を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
南
北

自
由
通
路
の
開
設
や
駅
前
広
場
の
拡
張

な
ど
を
中
心
と
し
、
具
体
的
な
「
都
市

再
生
整
備
計
画
」
を
作
成
す
る
こ
と
と

な
り
、
平
成
19
年
３
月
に
国
の
承
認
を

得
て
、
平
成
23
年
度
ま
で
の
５
か
年
事

業
と
し
て
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
事
業
を
進
め
る
上
で
、
当

面
の
市
の
財
政
負
担
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
事
業
の
検
証
・
再
開
を
目
指
す
こ

と
と
し
、

①
南
北
自
由
通
路

②
橋
上
駅
舎
化

③
北
口
駅
前
広
場
の
建
設

の
建
設
に
つ
い
て
、平
成
21
年
３
月
に
、

事
業
の
一
部
を
凍
結
（
一
時
中
断
）
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
苦
渋
の
決
断
―

　

こ
の
事
業
凍
結
の
決
断
に
よ
り
、
全

体
予
定
事
業
費
約
63
億
円
を
約
21
億
円

に
縮
小
す
る
こ
と
で
約
42
億
円
を
削
減

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
24
年
７
月
に
は
、
今

後
に
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
優
先
順

位
を
考
え
る
中
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協

議
し
、
合
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

凍
結
し
た
事
業
の
執
行
を
停
止
す
る
た

め
の
協
定
を
新
た
に
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
や

観
光
案
内
所
を
含
め
た
大
月
駅
前
広
場

の
完
成
を
も
っ
て
、
大
月
駅
周
辺
整
備

事
業
は
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。

大
月
駅
周
辺
整
備
事
業
の
歩
み

●
平
成
10
年
度
…
中
心
市
街
地
活
性
化

法
の
制
定
に
伴
い
大
月
駅
周
辺
部
の
整

備
に
つ
い
て
基
本
構
想
を
策
定

●
平
成
12
年
度
…
街
な
か
再
生
型
事
業

計
画
策
定
委
員
会
よ
り
、
南
口
２
ha
の

優
先
事
業
化
の
答
申

●
平
成
13
年
度
…
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
の
策
定

●
平
成
14
年
度
…
事
業
計
画
の
立
案
に

着
手

●
平
成
16
年
度
…
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
概
要
書
を
国
に
提
出
、
そ
の
後
、

財
政
難
を
理
由
に
整
備
計
画
の
凍
結
を

決
定

●
平
成
17
年
度
…
事
業
の
再
構
築
に
よ

る
再
事
業
化
方
針
を
決
定

●
平
成
18
年
度
…
大
月
駅
周
辺
整
備
検

討
委
員
会
の
設
置

●
平
成
19
年
度
…
市
内
全
戸
に
都
市
再

生
整
備
計
画
の
概
要
書
を
配
布
し
事
業

を
開
始

●
平
成
24
年
度
…

　

７
月
…
す
べ
て
の
工
事
が
完
成

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
と
締
結
（
平
成

　

19
年
８
月
）
し
た
協
定
の
執
行
を
停

　

止
す
る
新
協
定
の
締
結

　

８
月
…
大
月
駅
前
広
場
竣
工
式
を

　
　
　
　

挙
行

現在の大月駅周辺

大月駅前交差点

駅前広場

前

後

前

後

特集：大月駅周辺のまちづくり特集：これまでの大月駅周辺とそして、これから・・・
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２
．
駅
周
辺
整
備
と
共
に
進
ん
だ

　
　
　
　
　
　

「
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
り
組
み

①「
大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
」部
会（
初
開
催
）

　

社
会
実
験
の
５
つ
の
事
業
が
す
べ
て

終
了
し
た
後
、
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
「
実
験
終
了
反
省
会
」
が
開
催

さ
れ
、
今
後
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
賑

わ
い
づ
く
り
事
業
」
の
継
続
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
東
松
山
市
行
政
パ
ー
ト
ナ
ー

連
絡
協
議
会
の
視
察
を
受
け
ま
し
た
。

　

先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
実
施
し

て
い
る
建
設
事
業
に
加
え
、
賑
わ
い
の

あ
る
企
画
部
会
の
状
況
を
学
び
に
30
名

が
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

賑
わ
い
の
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
考
え
る

　

平
成
19
年
５
月
、
大
月
駅
周
辺
整
備

事
業
を
円
滑
に
進
め
、
賑
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
目
的
で
、「
ま

ち
づ
く
り
推
進
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
大
学
教
授
や
官
公
署
、

各
種
団
体
等
の
23
名
の
方
々
で
構
成
す

る
委
員
会
で
す
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
次
の
項
目
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

①
大
月
駅
周
辺
整
備
計
画

②
中
心
市
街
地
に
お
け
る

　

賑
わ
い
づ
く
り
の
基
本
的
方
向
性

③
賑
わ
い
づ
く
り
の
た
め
の

　

具
体
的
戦
略
の
絞
込
み

④
賑
わ
い
づ
く
り
社
会
実
験
の

　

企
画
審
査
と
計
画
審
査

　

こ
れ
ら
４
つ
の
分
野
に
つ
い
て
、
５

か
年
に
渡
り
関
連
す
る
多
く
の
事
案
を

検
討
、
審
議
し
ま
し
た
。

●
事
業
の
事
後
評
価

　

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
検
討
委
員
会
事

後
評
価
委
員
会
」に
よ
る
事
後
評
価
が
、

事
業
完
了
と
な
る
平
成
23
年
２
月
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

１
．
ま
ち
づ
く
り
推
進
検
討
委
員
会
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

事後評価委員会の様子

　

賑
わ
い
づ
く
り
社
会
実
験
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
昨
年
の
「
大
ツ
キ
軽
ト

ラ
市
」。

　

こ
の
軽
ト
ラ
市
は
、
賑
わ
い
づ
く
り

社
会
実
験
実
行
委
員
会
の
内
部
組
織
で

あ
る
「
大
ツ
キ
軽
ト
ラ
市
」
部
会
に
よ

り
、
開
催
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
大
月
商
店
街

の
皆
さ
ん
が
中
心
で
、
商
店
の
閉
店
後

か
ら
夜
遅
く
ま
で
、
何
回
も
粘
り
強
く

協
議
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
軽
ト
ラ
市
と

な
る
よ
う
、
企
画
づ
く
り
に
携
わ
り
ま

し
た
。

②
賑
わ
い
づ
く
り
社
会
実
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会

①「大ツキ軽トラ市」部会

③
視
察②賑わいづくり社会実験

　実行委員会

③視察

まちづくり推進検討

委員会の様子

特集：大月駅周辺整備特集：これまでの大月駅周辺とそして、これから・・・
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大
月
駅
北
側
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

場
の
移
転
に
よ
り
、
大
き
な
敷
地
が
遊

休
し
て
い
ま
す
。
民
有
地
と
市
有
地
を

合
わ
せ
た
面
積
は
、
約
４
ha
と
広
大
で

あ
り
、こ
の
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
経
済
情
勢
や
都
市
計
画
法
等
の

規
制
の
中
で
、
土
地
所
有
者
の
方
々
だ

け
の
お
力
で
は
利
用
が
非
常
に
難
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
土
地
を
有
効
的
に
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
大
月
駅
北
側
と
い
う
立
地

的
条
件
や
広
大
な
敷
地
で
あ
る
特
性
を

活
か
し
た
中
で
、
駅
南
側
の
既
成
市
街

地
と
調
和
し
た
将
来
像
を
し
っ
か
り
と

練
り
上
げ
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

結
び
付
け
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
行
政
の
行
う
こ

と
」
や
、「
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
実
施
す
る
こ
と
」を
明
確
に
し
、

長
期
に
渡
り
持
続
可
能
で
あ
る
街
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

　

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
の
要
と
な
る
北

側
に
つ
い
て
は
、
よ
り
元
気
な
大
月
市

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
民
間
事
業

者
の
力
を
借
り
つ
つ
、
土
地
所
有
者
の

方
、
地
域
の
方
、
そ
し
て
、
何
よ
り
市

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
多
く
の
方
々
の
ご
意
見
を
集
約
し

な
が
ら
、
整
備
を
終
え
た
大
月
駅
南
側

を
含
め
、
中
心
市
街
地
が
最
も
望
ま
れ

る
姿
と
な
る
答
え
を
導
き
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

大月駅前広場の大月駅前広場の

建設工事中の出来事建設工事中の出来事

●駅前広場ロータリー

平成 24 年３月

駅前広場のロータリー部が形

作られました。

●夕やけ市

「夕やけ市」は、賑わいづくり社会実

験で計画された一つの事業です。これ

を契機に継続的に「夕やけ市」が開催

されるようになりました。

（毎月第３木曜日の大月駅周辺）

●大ツキ軽トラ市

この「大ツキ軽トラ市」も賑わ

いづくり社会実験で始められた

事業です。国道 20 号の一部を

通行止として、軽トラ

ックで販売をする

「市」です。昨年は

75 台の出店と約７千人

の方の来場がありました。今年

も、この「市」が開催され、初

回を 5千人上回る 1万２千人の

来場者で大いに賑わいました。

●「おもてなしベンチ」の設置

おもてなしの精神で、大月に訪れ

る方々の歓迎とバスを待つ方やお

子さんの休憩にも利用できるよう

中心市街地に 28 基のベンチを設

置しました。

今年５月今年５月

昨年８月昨年８月

昨年 10 月昨年 10 月

今年 10 月今年 10 月

中
心
市
街
地
の
あ
り
方

中
心
市
街
地
の
あ
り
方

特集：大月駅周辺のまちづくり特集：これまでの大月駅周辺とそして、これから・・・
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こ
の
大
月
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
土

地
等
を
所
有
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
途
中
幾
多

の
問
題
が
発
生
し
、
事
業
遂
行
が
滞
っ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
方
の
熱

意
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
事
業
へ
の
ご
理

解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の
形
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
利
用
す
る
す

べ
て
の
皆
さ
ん
に
優
し
い
広
場
で
あ

り
、
き
れ
い
な
施
設
や
道
路
を
作
る
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
駅
前
広
場

問
合　

地
域
整
備
課　

大
月
駅
周
辺
整
備
室　

☎
(20)
１
８
６
３

・
駅
前
が
飲
食
店
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
雰
囲
気
が
良
い
。

ま
た
、案
内
所
が
あ
る
の
で
、ど
う
行
け
ば
良
い
か
（
大

月
の
山
へ
の
ア
ク
セ
ス
・
富
士
五
湖
方
面
等
へ
の
ア
ク

セ
ス
）
聞
き
や
す
く
な
っ
た
。

・
観
光
協
会
が
駅
前
に
移
転
し
て
き
て
、
前
の
場
所
よ
り

と
て
も
寄
り
や
す
く
な
っ
た
。

・
駅
の
近
く
に
温
泉
な
ど
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
。

・
お
酒
が
飲
め
る
お
店
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・
吉
田
・
石
和
方
面
の
観
光
情
報
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し

い
。（
６
割
が
市
外
の
情
報
提
供
を
求
め
ら
れ
て
い
る
）

・
岩
殿
山
へ
の
登
山
ル
ー
ト
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・
大
月
駅
で
下
車
し
た
ら
、
す
ぐ
に
駅
か
ら
登
山
で
き
る

山
々
が
多
く
て
良
い
。

事業終了後の事業終了後の

さまざまなさまざまな 声声声声声
声声声
声声声
声声

ピック
アップ

ピック
アップ

●
お
も
て
な
し
ベ
ン
チ
の
利
用
者

●
駅
前
広
場
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
利
用
者

を
中
心
と
し
て
、
大
月
中
心
市
街
地
の

再
活
性
化
を
図
り
、「
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
大
月
」
を
創
出
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
事
業
で
行
わ
れ
た
「
賑
わ
い
づ

く
り
社
会
実
験
」
で
は
、
多
く
の
賑
わ

い
を
創
り
出
す
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

賑
わ
い
を
定
着
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ

か
ら
も
、
地
域
や
多
く
の
方
々
で
支
え

合
い
な
が
ら
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

私
た
ち
み
ん
な
で
、
こ
の
ふ
る
さ
と

大
月
を
見
つ
め
直
し
、
さ
ら
に
豊
か
な

大
月
市
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

駅
前
広
場
の
ロ
ー
タ
リ
ー
中
央
部

は
、
乗
用
車
10
台
が
駐
車
で
き
る
コ
イ

ン
パ
ー
キ
ン
グ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
は
、
駅
を
ご
利

用
さ
れ
る
方
の
送
迎
や
、
お
買
い
物
の

際
等
に
利
用
で
き
る
よ
う
設
置
し
ま
し

た
。

　

10
月
１
日
か
ら
有
料
化
と
な
り
ま
し

た
が
、
駐
車
か
ら
30
分
以
内
は
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

駅
前
広
場

　

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

■
ご
利
用
料
金

駐
車
か
ら
30
分
以
内
の
場
合
↓
無
料

駐
車
か
ら
30
分
を
超
え
る
場
合
↓

　
　

30
分
ご
と
に
２
０
０
円
が
加
算

Ｐ

特集：大月駅周辺整備特集：これまでの大月駅周辺とそして、これから・・・

●
観
光
案
内
所
の
利
用
者

観光案内所を観光案内所を
利用する観光客利用する観光客

左：国道 20 号左：国道 20 号

右：ＪＲ大月駅右：ＪＲ大月駅

・
利
用
方
法
が
面
倒
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
利
用
し
た
ら
簡
単

で
し
た
。

・
30
分
の
無
料
は
、
財
布
に
や
さ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

・
バ
ス
の
待
ち
時
間
に
、
ゆ
っ
く
り
座
れ
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
。

・
屋
根
が
あ
る
の
で
、
雨
の
日
で
も
、
利
用
で
き
る
の
で
う
れ
し
い
。

・
ベ
ン
チ
の
座
る
と
こ
ろ
に
描
か
れ
て
い
る
絵
が
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の

で
楽
し
い
。
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◆会計別執行状況

区　　分
予算現額

(繰越分含む )

執　行　額

収入済額
収入率
(%)

支出済額
執行率
(%)

一般会計 125 億 5,643 万円 54億 9,237 万円 43.7 46 億 5,086 万円 37.0

大月短期大学特別会計 3億 2,701 万円 1億 8,854 万円 57.7 1 億 3,819 万円 42.3

国民健康保険特別会計 32億　581 万円 11億 5,375 万円 36.0 14 億 1,062 万円 44.0

簡易水道特別会計 1億 7,178 万円 1億　105 万円 58.8 1 億　　 4 万円 58.2

下水道特別会計 5億 4,483 万円 1,814 万円 3.3 2 億　565 万円 37.7

介護保険特別会計 21億 7,605 万円 9億 2,559 万円 42.5 9 億 1,334 万円 42.0

介護サービス特別会計 778 万円 313 万円 40.2 362 万円 46.5

後期高齢者医療特別会計 6億 4,370 万円 1億　  99 万円 15.7 3 億 2,350 万円 50.3

計 196 億 3,339 万円 79億 8,356 万円 40.7 77 億 4,582 万円 39.5

◆主な住民負担の状況

区　　　分 予 算 現 額 調 定 額 収 入 済 額
収入率（％）
対予算対調定

一般会計

市民税 12億 2,368 万円14億 3,824 万円 6億 0,870 万円 49.7 42.3
固定資産税 31億 6,253 万円34億 8,337 万円18億 6,155 万円 58.9 53.4
軽自動車税 5,645 万円 7,065 万円 5,619 万円 99.5 79.5
市たばこ税 1億 1,289 万円 7,607 万円 6,213 万円 55.0 81.7
入湯税 22万円 7万円 7万円 31.8 100.0

小　　　計 45億 5,577 万円50億 6,840 万円25億 8,864 万円 56.8 51.1
国民健康保険特別会計 国民健康保険税 8億 1,459 万円10億 9,972 万円 2億 9,760 万円 36.5 27.1

簡易水道特別会計
使用料・手数料
地区簡水負担金

6,893 万円 3,468 万円 2,918 万円 42.3 84.1

下水道特別会計
分担金・負担金
使用料・手数料

4,130 万円 2,671 万円 1,495 万円 36.2 56.0

介護保険特別会計 介護保険料 3億 7,388 万円 3億 9,182 万円 1億 8,666 万円 49.9 47.6
介護サービス特別会計 サービス収入 778 万円 306 万円 306 万円 39.3 100.0
後期高齢者医療
　　　　　特別会計

後期高齢者
医療保険料

2億 3,068 万円 2億 1,720 万円 1億 0,086 万円 43.7 46.4

計 60 億 9,293 万円68億 4,159 万円32億 2,095 万円 52.9 47.1

財 財 政政 公 表  公 表 ～健全な財政運営を目指して～～健全な財政運営を目指して～

平成 24 年度（上半期）予算の現況と執行状況【平成 24 年９月末日現在】平成 24 年度（上半期）予算の現況と執行状況【平成 24 年９月末日現在】

　今年度上半期の予算現額に対する収入支出状況および地方債現在高の概要を公表します。

　一般会計予算現額 ( 繰越分含む ) は１２５億５，６４３万円であり、予算現額に対して収入済額は

５４億９，２３７万円（43.7％）、支出済額は４６億５，０８６万円（37.0％）です。

　すべての会計 ( 病院事業会計を除く ) の収入済額は７９億８，３５６万円、支出済額は

７７億４，５８２万円で、予算現額１９６億３，３３９万円に対し、収入率は４０．７％、執行率は

３９．５％となっています。

　この財政公表は、地方自治法の規定により予算執行状況の途中経過を年２回、市民の皆さんにお知

らせしています。
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◆地方債の現在高
区　　　分 前年度末残高 上半期借入金 上半期元金返済額 現　在　高

一般会計 161 億 1,416 万円 － 6億 7,653 万円 154 億 3,763 万円

国民健康保険特別会計 2,548 万円 － － 2,548 万円

簡易水道特別会計 9億 6,200 万円 2,620 万円 1,511 万円 9億 7,309 万円

下水道特別会計 51億 8,262 万円 140 万円 1億 2,642 万円 50億 5,760 万円

病院事業会計 8億 9,889 万円 － 6,015 万円 8億 3,874 万円

計 231 億 8,315 万円 2,760 万円 8億 7,821 万円 223 億 3,254 万円

◆病院事業会計の状況

区　　分 収入額 支出額 差し引き
収入のうち
一般会計繰入金

収益的収支
10億 5,609 万

円
11億 5,468 万

円
△ 9,859 万円 1億 6,965 万円

資本的収支 1億 0,658 万円 9,583 万円 1,075 万円 8,587 万円

収益的収支…病院事業（医業）の日々の運営における収支
資本的収支…病院の建設や医療機器の購入に要する費用とその財源の収支

区　　分 上半期延べ人数 診療日数 １日平均

入院患者数
Ｈ 24 14,411 人 183 日 　79人

Ｈ 23 18,104 人 183 日 　99人

外来患者数
Ｈ 24 40,531 人 149 日 272 人

Ｈ 23 41,601 人 151 日 276 人

◆一般会計執行状況

市税

地方交付税

分担金および
負担金

国庫支出金

県支出金

繰入金

市債

その他

45.6
25.9

8.7

0
21.0

0
3.2

0.6
7.9

4.4
11.2

1.2
3.0

16.2
25.0

6.6

5040300 10 20

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

20.8

3.8

16.2
6.7

7.3
20.8

3.4
5.9

2.8
9.5

2.4
7.8

14.9

31.3

1.3

40300 10 20

その他

0.6

5.8

10.8

歳入 歳出

億円 億円

…予算現額 …収入・支出済額

問合　企画財政課　財政担当

　　　　　　　　☎ (23) ８０１２
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「
市
立
中
央
病
院
改
革
プ
ラ
ン
２
０
０
８
」

建設工事中の市立中央病院

市立中央病院

〜
平
成
23
年
度
末
進
捗
状
況
（
達
成
状
況
）
に
つ
い
て
〜

　

「
市
立
中
央
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、

総
務
省
の
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、
病
院

の
再
生
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
安
定
し
た

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
21
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
内
、
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23

年
度
ま
で
の
３
年
間
は
、
経
常
収
支
を

黒
字
化
す
る
た
め
の
数
値
目
標
を
設
定

し
、
毎
年
度
、
数
値
目
標
に
対
す
る
進

捗
状
況
を
点
検
・
評
価
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

こ
の
３
年
間
の
総
括
と
な
る
平
成
23

年
度
末
の
主
な
経
営
効
率
化
に
関
す
る

数
値
目
標
お
よ
び
進
捗
状
況
は
、
次
頁

に
示
す
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

大
月
市
立
中
央
病
院
運
営
委
員
会
の
皆

さ
ん
に
よ
り
点
検
・
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

中
央
病
院
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
常

勤
医
師
の
確
保
で
す
が
、
こ
の
３
年
間

の
年
度
末
の
常
勤
医
師
数
は
、
表
１
の

と
お
り
、
平
成
21
年
度
お
よ
び
平
成
22

年
度
に
お
い
て
は
数
値
目
標
に
達
し
ま

し
た
が
、
平
成
23
年
度
は
退
職
等
に
よ

り
数
値
目
標
よ
り
２
人
減
少
の
９
人
と

な
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
医
師
不
足
の
中
、
自
治
体

病
院
に
あ
っ
て
は
医
師
の
確
保
は
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
病
院
経

営
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

関
連
病
院
提
携
元
で
あ
る
東
京
女
子
医

科
大
学
に
引
き
続
き
派
遣
を
要
請
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
営
黒
字
化
の
指
標
と
な
る

経
常
収
支
比
率
は
９
７
．
９
％
と
改
善

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
医
業
収
益
の
多

く
を
占
め
る
入
院
患
者
数
が
少
な
い
た

め
目
標
に
達
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
３
年
間
の

点
検
・
評
価
を
踏
ま
え
、
今
後
の
中
央

病
院
の
在
り
方
（
経
営
形
態
の
見
直
し

等
）
に
つ
い
て
方
向
性
を
示
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
、
常
勤
医
師
数
、
入
院

患
者
数
等
の
主
要
な
項
目
が
数
値
目
標

に
達
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
数
値
目
標
を
定
め
、
点
検
・
評
価
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
中
央
病
院
で
は
、
国
か
ら
の

交
付
金
（
地
域
医
療
再
生
計
画
臨
時
交

付
金
）
等
を
活
用
し
た
新
病
棟
の
建
設

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
建
設
期
間

中
の
収
益
は
厳
し
い
状
況
と
推
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
数
値
目
標
に
つ
い
て
は

慎
重
に
見
極
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中央病院建設工事安全祈願祭

　

中
央
病
院
で
は
、
立
体
駐
車
場
の
解

体
工
事
や
新
病
棟
の
建
設
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。こ
の
工
事
に
伴
い
ま
し
て
、

病
院
前
庭
駐
車
場
の
駐
車
台
数
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
院
ご
利
用
の
際
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
臨

時
駐
車
場
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
ご
利

用
い
た
だ
く
と
と
も
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ご
案
内

①
臨
時
駐
車
場

　

利
用
時
間
帯

　

<

月
〜
金
曜
日>

　
　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

<

土
曜
日>

　
　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
１
時

②
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
行

　

（
お
お
む
ね
15
分
毎
に
運
行
）

　

利
用
時
間
帯

　

<

月
〜
金
曜
日>

　
　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　

<

土
曜
日>

　
　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

※
①
②
と
も
日
曜
日
は
、
な
し

③
工
事
期
間

　

現
在
〜
平
成
26
年
７
月
31
日

中
央
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
臨
時
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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平成 21年度
（１年目）

平成 22年度
（２年目）

平成 23年度
（３年目）

　年度末常勤医師数
目標値 ９人 10人 11人以上

実績値 ９人 10人 ９人

　経常収支比率（※１）
目標値 95.5％ 96.1％ 100.0％以上

実績値 94.2％ 98.9％ 97.9％

 １日平均
　患者数

　入　院
目標値 115人 123人 132人以上

実績値 84人 100人 99人

　外　来
目標値 260人 278人 288人以上

実績値 277人 312人 286人

　病床利用率（※２）
（プラン目標病床数１５４床）

目標値 74.7％ 79.9％ 85.0％以上

実績値 54.4％ 65.2％ 64.5％

　職員給与費比率　（※３）
（非常勤医師を除く）

目標値 50.5％ 50.0％ 49.0％以下

実績値 56.6％ 52.6％ 55.2％

　職員給与費比率　（※４）
（非常勤医師を含む）

目標値 63.0％ 61.9％ 60.0％以下

実績値 69.7％ 65.1％ 67.6％

　救急患者取扱件数
目標値 2,350件 2,600件 2,850件以上

実績値 2,321件 2,101件 2,078件

　健診受診者数
目標値 12,900人 14,000人 15,000人以上

実績値 11,065人 13,297人 11,295人

平成 21年度
（１年目）

平成 22年度
（２年目）

平成 23年度
（３年目）

 総収益
目標値 2,191,892 2,304,376 2,447,816

実績値 2,231,322 2,482,372 2,494,592

　うち医業収益
目標値 2,092,818 2,198,973 2,342,413

実績値 1,933,893 2,181,854 2,195,909

　うち一般会計繰入金
目標値 132,898 144,000 144,000

実績値 366,160 357,654 384,258

 総費用
目標値 2,295,706 2,398,768 2,438,205

実績値 2,367,733 2,509,850 2,547,523

　　うち医業費用
目標値 2,233,428 2,323,768 2,358,205

実績値 2,292,872 2,423,858 2,471,301

（※１）　総収益÷総費用が 100％を超えると黒字です。
（※２）　全体の病床に対する利用率は、数値が高い方が良い。
（※３）　医業収益に対する人件費（非常勤医師除く）の割合は、比率が少ないほど良い。
（※４）　※３に非常勤医師を含めた割合。

（単位：千円）

市立中央病院

問合　問合　保健課　健康増進担当　☎ (23) ８０３８

◆表２　収支計画

◆表１　主な数値目標

項　目
年　度

項　目

年　度
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第
46
回 

大
月
市
文
化
祭

　

今
年
も
、
市
民
会
館
を
会
場
と
し
て

行
わ
れ
た
文
化
祭
に
は
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
成
果
を
発

表
す
る
場
と
し
て
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル

の
出
展
物
が
あ
り
、
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
運
営

側
や
出
展
者
、
来
場
者
と
の
交
流
も
図

ら
れ
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
23
日
に
行
わ
れ
た
授
与
式

で
は
、
見
事
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
、
賞

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
賞
、
文
化
協
会
賞
な
ら
び
に

文
化
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、左
の
ペ
ー
ジ
に
は
、

文
化
祭
賞
受
賞
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。

●
「
文
化
祭
賞
お
よ
び
文
化
協
会
賞
」　

受
賞
者

部　
　

門

部　
　

門

文
化
祭
賞
受
賞
者

文
化
祭
賞
受
賞
者

文
化
協
会
賞
受
賞
者

文
化
協
会
賞
受
賞
者

書
道
（
一
般
）

小こ
み

や宮　

麗れ
い
こ
う煌

（
大
月
）

塚つ
か
も
と本　

耿こ
う
せ
ん泉

（
甲
府
市
）

書
道
（
高
校
生
）
谷や

な

い内　

浩こ
う
す
け介

（
都
留
高
３
年
）

米よ
ね
や
ま山　

貴た
か
ひ
ろ大

（
上
野
原
高
２
年
）

書
道
（
中
学
生
）
矢や

と
う頭　

隆り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎

（
大
月
東
中
３
年
）

渡わ
た
な
べ邊　

直な

お

こ子

（
大
月
東
中
２
年
）

書
道
（
小
学
生
）
岡お

か

べ部　

聖ま

さ

と斗

（
七
保
小
６
年
）

志し
む

ら村　

す
み
れ
（
猿
橋
小
５
年
）

美
術
（
一
般
）

森も
り
も
と本　

幸ゆ

き

え惠

（
猿
橋
）

坂さ
か
も
と本　

喜き

く

よ

久
代
（
猿
橋
）

美
術
（
中
学
生
）
小こ

ば
や
し林　

み
な
美み

（
大
月
東
中
２
年
）

福ふ

く

だ田　

青そ

ら空

（
富
浜
中
１
年
）

美
術
（
小
学
生
）
佐さ

と
う藤　

菜な

な

み波

（
鳥
沢
小
６
年
）

池い
け
が
わ川　

ま
と
い
（
大
月
東
小
５
年
）

俳
句
（
一
般
）

奥お

く

の野　

泰や

す

こ子

（
賑
岡
）

清し
み
ず水　

征ゆ

く

よ代

（
猿
橋
）

俳
句
（
中
学
生
）
志し

む

ら村　

美み
さ

と郷

（
猿
橋
中
３
年
）

久く

ね

ぐ

ち

根
口　

陸り
く

（
大
月
東
中
３
年
）

俳
句
（
小
学
生
）
酒さ

か

い井　

愛ま

な

も桃

（
鳥
沢
小
３
年
）

清し
み
ず水　

煌こ
う
せ
い生

（
猿
橋
小
２
年
）

短
歌
（
一
般
）

和わ

だ田　

國く
に
も
と基

（
猿
橋
）

熊く
ま
さ
か坂　

雅ま

さ

え江

（
御
太
刀
）

短
歌
（
高
校
生
）
楠く

す
の
き

　

樹じ

ゅ

り

な

里
奈

（
都
留
高
１
年
）

杉す
ぎ
も
と本　

涼
り
ょ
う

（
都
留
高
３
年
）

短
歌
（
中
学
生
）
奥お

く
あ
き秋　

璃り

お

ん音

（
猿
橋
中
２
年
）

佐さ

さ

き

々
木　

優ゆ
う

（
富
浜
中
１
年
）

水
墨
画

佐さ

さ

き

々
木　

た
か
子こ

（
富
浜
）

能の

と登　

紀き

み

こ

美
子
（
駒
橋
）

写　

真

箭や

こ子　

熙き

よ

し

代
司

（
賑
岡
）

八や
ま

き巻　

長ち
ょ
う
こ子

（
中
央
市
）

受　

賞　

者

受　

賞　

者

大
月
市
美
術
連
盟

　
　
　
　

大お
お
く
ぼ窪　

和か
ず

み美

大
月
市
詩
吟
連
盟

　
　
　
　

金か

ね

こ子　

和か
ず
ゆ
き幸

※
敬
称
略

●
被
表
彰
者
の
皆
さ
ん

●
「
文
化
功
労
賞
」
受
賞
者

問
合　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎☎
(23)(23)
８
０
５
０
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文
化
祭
賞

　
　

受
賞
者
の
作
品

書道（中学生）
「楷行草書」
矢頭隆太郎

書道（小学生）
「常用漢字」
岡部聖斗

美術（一般）
「白銀のマウントクック」

森本幸惠

水墨画
「秀麗富士」
佐々木たか子

写真
「落日」
箭子熙代司

美術（小学生）
「青空の下の鳥沢小」

佐藤菜波

書道（高校生）
「白妙」
谷内浩介

美術（中学生）
　　「大好きな風景」

小林みな美

俳
句
（
一
般
）

奥
野
泰
子

爽
秋
の

　

自
己
紹
介
の

　
　
　
　

正
座
か
な

俳
句
（
中
学
生
）

志
村
美
郷

遠
い
目
を

　

し
て
い
る
母
と

　
　
　
　
　

墓
参
り

俳
句
（
小
学
生
）

酒
井
愛
桃

い
ね
か
り
は

　

た
い
へ
ん
だ
よ
ね

　
　
　
　
　
　
　

お
茶
ど
う
ぞ

貨
車
を
牽
く
深
夜
の
鉄
路
に

　

冴
え
し
月
老
い
た
る

　
　

わ
れ
に
今
も
親
し
き

い
つ
だ
っ
て

　

共
に
戦
う
君
が
い
る

　
　

一
番
の
友
一
番
の
敵

つ
な
ご
う
と
走
り
き
っ
た
あ
の
ボ
ー
ル

　

み
ん
な
で
つ
な
い
だ

　
　

心
の
ボ
ー
ル

書道（一般）
「題」

　小宮麗煌

短
歌
（
一
般
）

和
田
國
基

短
歌
（
高
校
生
）

楠
樹
里
奈

短
歌
（
中
校
生
）

奥
秋
璃
音
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12
月
16
日
（
日
）
は
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日
で
す
。

●
投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

●
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
見
込
み
の
方
は
、
期
日
前

投
票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
衆
議
院
議
員
総
選
挙

期
間　

12
月
５
日
（
水
）
〜
15
日
（
土
）

②
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

期
間　

12
月
９
日
（
日
）
〜
15
日
（
土
）

①
②
共
通

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所　

市
役
所
１
階
期
日
前
投
票
所

　
　
　
　

（
大
月
市
大
月
２
―
６
―
20
）

※
投
票
所
入
場
券
が
届
い
た
方
は
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
の
種
類
と

　
　
　
　
　
　

投
票
用
紙
の
記
載
方
法

１
．
衆
議
院
議
員
総
選
挙

①
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

　

山
梨
県
第
二
区
か
ら
立
候
補
し
た
者

の
う
ち
、１
人
の
氏
名
を
記
載
し
ま
す
。

②
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙　

　

南
関
東
選
挙
区
の
名
簿
届
出
政
党
等

の
う
ち
、
１
つ
の
政
党
等
の
名
称
ま
た

は
略
称
を
記
載
し
ま
す
。

２
．
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

審
査
に
付
さ
れ
る
裁
判
官
の
う
ち
、

や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い
（
罷
免
可
）
裁

判
官
に
つ
い
て
印
刷
さ
れ
た
氏
名
の
上

欄
の
枠
内
に
×
印
を
記
載
し
ま
す
。

●
投
票
で
き
る
人

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

①
平
成
24
年
９
月
３
日
以
前
（
転
入
届

を
し
た
日
）
か
ら
引
き
続
き
大
月
市
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

（
住
所
要
件
）

②
平
成
４
年
12
月
17
日
以
前
に
出
生
し

た
人
（
年
齢
要
件
）

③
大
月
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

※
市
内
に
転
居
し
た
場
合

　

大
月
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
、
平
成
24
年
11
月
30
日
以

降
に
市
内
転
居
を
し
た
人
は
、｢

投
票

所
入
場
券｣

に
記
載
さ
れ
て
い
る
前
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※
市
外
へ
転
出
し
た
場
合

　

平
成
24
年
９
月
３
日
ま
で
に
新
住
所

地
へ
転
入
届
を
し
た
人
は
、
原
則
と
し

て
新
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
平
成
24
年
９
月
４
日
以
降
に

新
住
所
地
へ
転
入
届
を
し
た
人
で
、
大

月
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
は
大
月
市
で
投
票
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。）

※
市
外
か
ら
転
入
し
た
場
合

　

平
成
24
年
９
月
４
日
以
降
に
大
月
市

へ
転
入
届
を
し
た
人
は
、
大
月
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
大
月
市
で

の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
に

つ
い
て
は
前
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
で
き
な
い
人

①
成
年
被
後
見
人

②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

　

執
行
が
終
わ
ら
な
い
人

③
選
挙
犯
罪
に
よ
り
公
民
権
を
停
止
さ

　

れ
て
い
る
人

●
投
票
所
入
場
券
は
忘
れ
ず
に

・
投
票
所
入
場
券
は
、
大
切
に
保
管
し
、

投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
投
票
所
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
忘

れ
た
場
合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
の

で
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

・
投
票
所
入
場
券
を
な
く
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
投
票
を
棄
権
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・「
入
場
券
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ご

不
審
の
あ
る
方
や
選
挙
に
つ
い
て
不
明

な
点
が
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
投
票
所
入
場
券
は

　

12
月
４
日
に
発
送
す
る
予
定
で
す
★

●
不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

指
定
を
受
け
た
病
院
な
ど
の
施
設
や
、

旅
行
（
滞
在
）
先
の
市
区
町
村
選
挙
管

理
委
員
会
で
も
不
在
者
投
票
が
行
え
ま

す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
お
よ
び
介
護

保
険
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分

が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

人
は
、
必
要
な
手
続
き
を
す
れ
ば
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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投
票
区

投
票
区
の
区
域

投
票
所

１

白
野 

原 

吉
久
保

笹
子
公
民
館
原
分
館

２

ア
ミ
ダ
海 

黒
野
田 

追
分

笹
子
公
民
館

３

下
初
狩
１
・
２

西
部
農
村
集
会
所

４

藤
沢

初
狩
公
民
館
藤
沢
分
館

５

側
子 

丸
田

西
部
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

６

神
戸 

立
河
原

初
狩
公
民
館
神
戸
分
館

７

浅
利 

西
奥
山 

浅
利
住
宅

旧
浅
利
小
学
校

８

強
瀬 

石
動
団
地

賑
岡
公
民
館
強
瀬
分
館

９

岩
殿 

神
倉 

ゆ
り
ヶ
丘

賑
岡
公
民
館
ゆ
り
ケ
丘
分
館

10

下
畑
倉 

上
畑
倉 

日
影 

東
奥
山

賑
岡
公
民
館

11

大
月
１
・
２
・
３
丁
目 

沢
井

大
月
東
小
学
校

12

御
太
刀
１
・
２
丁
目 

駒
橋
１
・
２
・
３
丁
目

大
月
短
期
大
学

13

下
花
咲
１
・
２ 

上
花
咲 

富
士
見
台

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

14

前
沢 

青
木
原 

久
保 

小
佐
野
１
・
２

真
木
公
民
館
下
真
木
分
館

15

上
真
木 

沢
中 

下
原

真
木
公
民
館

16

間
明
野 

桑
西 

恵
能
野

間
明
野
集
会
所

17

下
和
田
１
〜
５ 

行
原

七
保
公
民
館
下
和
田
分
館

18

大
島 

葛
野
１
・
２
・
３

七
保
小
学
校

19

林 

田
無
瀬 

瀬
戸
１

大
月
市
役
所
七
保
出
張
所

20

奈
良
子
１
・
２

旧
奈
良
子
保
育
所

21

瀬
戸
２
〜
４ 

駒
宮

旧
瀬
戸
小
学
校
体
育
館

22

上
和
田 

小
金
沢

旧
上
和
田
小
学
校

23

浅
川
１
・
２ 

下
浅
川

浅
川
集
会
所

24

猿
橋
町
（
25
〜
28
投
票
所
、
小
篠
を
除
く
）
猿
橋
公
民
館

25

殿
上
１
〜
６ 

桂
台
１
・
２
・
３
丁
目

猿
橋
公
民
館
殿
上
分
館

26

伊
良
原 

四
季
の
丘 

天
神
森 

恋
路
団
地

猿
橋
小
学
校

27

津
成 

太
田 

久
保 

小
田

(
恋
路
団
地
を
除
く)

猿
橋
公
民
館
藤
崎
分
館

28

小
沢 

朝
日
小
沢 

幡
野 

田
中

猿
橋
公
民
館
小
沢
分
館

29

小
篠 
下
畑

小
篠
振
興
舎

30

富
浜
町
（
31
〜
34
投
票
区
を
除
く
）

鳥
沢
小
学
校

31

堀
の
内

遠
堀
集
い
の
家

32

山
谷 

中
野

中
野
集
会
所

33

宮
谷

宮
谷
集
会
所

34

小
向 

袴
着

富
浜
公
民
館
小
向
袴
着
分
館

35

梁
川
町
（
下
畑
を
除
く
）

自
然
学
園
高
校
体
育
館

（
旧
梁
川
小
学
校
）

◆
投
票
所
施
設
一
覧
表

　

投
票
の
際
、
お
持
ち
い
た
だ
く
投
票

所
入
場
券
は
、
選
挙
の
日
時
と
投
票
場

所
等
の
周
知
お
よ
び
選
挙
人
で
あ
る
こ

と
の
確
認
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め

に
、
事
前
に
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
入
場
券
は
１
名
に
つ
き
１

枚
の
ハ
ガ
キ
で
し
た
が
、
今
回
の
選
挙

か
ら
圧
着
ハ
ガ
キ
と
な
り
、
１
枚
で
世

帯
員
４
名
ま
で
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
入

場
券
と
な
り
ま
す
。

（
※
世
帯
５
〜
８
名
の
場
合
は
、
２
枚

郵
送
さ
れ
ま
す
）

　

表
面
右
下
か
ら
は
が
し
、
ご
自
身
の

該
当
す
る
入
場
券
を
ミ
シ
ン
目
に
沿
っ

て
切
り
離
し
、
各
々
が
投
票
所
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
い

場
合
、
破
損
・
紛
失
し
た
場
合
で
も
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
直
接
投
票
所
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、
ご
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券

新

（
イ
メ
ー
ジ
図
）

「
投
票
所
入
場
券
」
が
変
わ
り
ま
す

NEW

問
合　

大
月
市
選
挙
管
理
委
員
会　

☎☎
(23)(23)
８
０
４
２

※第 35投票区は投票所が変更となります。
　旧投票所　梁川公民館（梁川出張所）　→　新投票所　自然学園高校体育館（旧梁川小学校）

表　面表　面
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１月 10日までに

選挙権有資格
者（平成 25 年
１月１日現在）
申請書を１世
帯１枚作成し、
農業委員会ま
たは出張所に
提出

農業委員会委員選挙人名簿農業委員会委員選挙人名簿  の申請は

平成 25 年１月 10 日 までに
農業委員会委員の選挙人名簿は、毎年１月１日現在により有権者からの申請によって作成されます。

次ページの「大月市農業委員会委員選挙名簿登載申請書」を抜き取り、記入のうえ申請してください。

農業委員会委員の選挙権を有する方は次のとおりです。

●選挙権を有する方

　次の（１）（２）（３）の要件を満たしている方

　　（１）平成 25 年１月１日現在で本市に住所を有する方

　　（２）平成 25 年３月 31 日で満 20 歳以上の方（平成５年４月１日以前の出生者）

　　（３）次のいずれかに該当する方

　　　　（ア）　10 アール以上の農地を耕作している方

　　　　（イ）　（ア）の同居の親族、または配偶者で、年間約 60 日以上耕作に従事している方

　　　　（ウ）　農業生産法人（10 アール以上）の組合員または社員

●申請期日　１月 10 日（木）　

●申請場所　市農業委員会（花咲庁舎）または市内各出張所

●申請方法・名簿の作成順序

※注意

毎年、申請書の審査結果により、耕作面積や耕作従事日数の不足などから、農業委員会委員選挙人名

簿に登載されない方がいます。名簿に登載されていることを確認するには、平成 25 年２月 23 日か

ら 15 日間、市選挙管理委員会において名簿を縦覧することができます。

●問合　　　市農業委員会　　　　☎ (20) １８３６
　　　　　　市選挙管理委員会　　☎ (23) ８０４２

農業委員会で
審査判断

選挙管理委員会
で名簿作成

名簿縦覧および
異議申出

３月 31 日

名簿確定

１月 31日まで

２月 20日までに

２月 23日から 15日間
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大月市農業委員会委員選挙人名簿登載申請書

大月市農業委員会　　　経由　　　　　　　　　　　　　受付年月日　平成　　年　 月　 日

大月市選挙管理委員会　御中

　　　　　　　　　　　　　 【申請者代表】〔住所〕大月市　　　　丁目　　　　番　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 町　   　　　　　番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔氏名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　TEL　　　－　　　　　　　　》

　農業委員会等に関する法律施行令第３条の規定により、平成 25年１月１日現在による

農業委員会委員選挙人名簿の登載につき、下記のとおり申請する。

耕　作　面　積 　　　ａ ( アール )　　　　　㎡ 行　政　区

農業委員会認定面積 　　　ａ ( アール )　　　　　㎡ 世 帯 番 号

　
　
　
　

有
す
る
者
の
氏
名
・
生
年
月
日
等

世
帯
員
中
、
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権
を

番　

号
氏　　　名

続　
　
　

柄

世
帯
主
と
の

生年月日 耕
作
従
事
日
数

選挙権の有無についての
農業委員会の意見

年　

号
年 月 日

選 挙 権 な し 選
挙
権
有

年
未
満

満
二
十

せ
ず

同
居

欠
格

個人番号

１ 世帯主 明・大・昭・平

２

３

４

５

☆記入欄が足りないときは、紙を貼って書いてください。【太線枠内へ、記入してください】　　　

　　　　※　裏面も記入をお願いします。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    平成    年    月　　日

　大月市選挙管理委員会　御中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月市農業委員会　　印㊞

　　この申請書を受け付け、内容を審査したところ、本委員会の意見は所定の欄にそれぞれ

　記載した通りである。よってこれを送付する。

　　注意　１．この申請書に基づいて、農業委員会委員選挙人名簿が作られます。
　　　　　　　その名簿に載っていないと投票もリコールの請求もできなくなります。
　　　　　２．この申請書の記入事項は、すべて平成 25年１月１日現在の状況を記入してください。
　　　　　３．耕作面積は、あなたの世帯で実際に耕作している農地の合計を記入してください。
　　　　　４．記入する文字は、ボールペン等ではっきり書いてください。

切
り
取
り
線
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耕作農地の筆別表
★耕作面積を参考としたいのでご記入ください。

所　　　　在 地　目

面　　積

　　　㎡

自
作
・
小
作
の
別

小作地の状況

大 字 小 字 地 番

現  　

況

登 

記 

簿

用
貸
借
の
別

賃
貸
借
・
使

借り始めた時期

（昭和 27年 10 月以

降は農地法の許可を

受けたものに限る）

備　考

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

自
・
小

賃
・
使

注意：１．自作・小作の別、賃貸借・使用貸借の別はどちらかを○で囲んでください。

　　　２．小作の場合、昭和 27年 10 月以降のものは農地法の許可が必要です。

　　　３．この用紙に書ききれない場合は、紙を貼ってお書きください。
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大
月
市
景
観
計
画
の
策
定
お
よ
び
大
月

大
月
市
景
観
計
画
の
策
定
お
よ
び
大
月

市
景
観
条
例
の
制
定
に
あ
た
り
、
市
民

市
景
観
条
例
の
制
定
に
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

大
月
市
に
は
、
緑
豊
か
な
山
々
や
大

小
の
河
川
が
織
り
な
す
風
景
、
旧
甲
州

街
道
の
街
な
み
や
名
勝
猿
橋
に
代
表
さ

れ
る
歴
史
・
文
化
的
景
観
、
岩
殿
山
を

始
め
と
し
た
美
し
い
富
士
山
が
望
め
る

秀
麗
富
嶽
十
二
景
な
ど
の
す
ば
ら
し
い

景
観
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
景
観
を
守
り
、
創
造
し
、

活
か
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
、『
大
月
市
景

観
計
画
』
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
お
り
、
今
年
の
８
月
に
は
第

１
回
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、

学
識
経
験
者
や
市
民
代
表
（
公
募
）
な

ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
『
大
月
市
景
観

計
画
策
定
委
員
会
』
で
検
討
を
重
ね
、

今
回
、『
大
月
市
景
観
計
画
（
素
案
）』

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

と
き　

12
月
９
日
（
日
）

場
所　

①
猿
橋
出
張
所　

２
階
講
堂

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

　
　
　

②
市
民
会
館　

４
階
視
聴
覚
室

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

内
容

・
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

・
大
月
市
景
観
計
画
（
素
案
）

・
質
疑
応
答

※
両
会
場
と
も
説
明
内
容
は
同
じ

　

今
後
、
第
２
回
住
民
説
明
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
ご
意
見
を
踏
ま

え
て
再
検
討
を
行
い
、「
大
月
市
景
観

計
画
」の
最
終
案
を
と
り
ま
と
め
ま
す
。

大
月
の
景
観
を
考
え
よ
う

大
月
の
景
観
を
考
え
よ
う

　

第
２
回
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

第
２
回
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

問
合　

地
域
整
備
課　

都
市
整
備
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎☎
(20)(20)
１
８
５
５

●
説
明
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
説
明
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

景
観
計
画
と
は
…

平
成
17
年
６
月
に
全
面
施
行
さ
れ
た

「
景
観
法
」
に
基
づ
き
、
景
観
を
保
全

す
る
区
域
の
指
定
や
、
景
観
の
保
全
・

誘
導
に
向
け
た
行
為
制
限
等
を
示
す
計

画
で
、景
観
行
政
団
体
が
策
定
し
ま
す
。

　

本
市
は
、
本
年
１
月
１
日
に
景
観
行

政
団
体
と
な
り
、「
景
観
計
画
」
に
基

づ
く
景
観
行
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
閲
覧
場
所
等

市
役
所
花
咲
庁
舎
２
階（
地
域
整
備
課
）

市
役
所
本
庁
舎
１
階
（
市
民
課
）
並
び

に
各
出
張
所

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
市
Ｈ
Ｐ
で
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ　

市
政
・
情
報
公
開

　

―　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

●
募
集
期
間

　

12
月
11
日（
火
）
〜

　
　
　
　
　

平
成
25
年
１
月
10
日（
木
）

●
提
出
方
法

ご
意
見
に
「
景
観
計
画
（
素
案
）・
景

観
条
例
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と
書

き
、
住
所
、
氏
名
お
よ
び
連
絡
先
を
明

記
の
う
え
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
す
る

か
、
直
接
、
地
域
整
備
課
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

●
提
出
・
問
合

〒
４
０
１
―
０
０
１
５　

大
月
町
花
咲

１
６
０
８
番
地
19
大
月
市
役
所
花
咲
庁

舎
２
階
地
域
整
備
課
都
市
整
備
担
当

☎
(20)
１
８
５
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ
(20)
１
５
３
３

　

ch
iik
i-1
9
2
0
6
@
city
.o
tsu
k
i.　

　

lg
.jp

●
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
上
位
計
画
等
の
整
理

・
景
観
特
性
の
把
握
、
課
題
抽
出

　

景
観
計
画
の
検
討

　

景
観
計
画
（
素
案
）
の
策
定

景
観
計
画
（
最
終
案
）
決
定

景
観
計
画
の
策
定

景
観
計
画
に
基
づ
く
景
観
づ
く
り

大月市景観計画策定委員会

第
１
回
住
民
説
明
会

第
２
回
住
民
説
明
会

平
成
23
年
度

平
成
25
年
度
以
降

平
成
24
年
度

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

―  　
　

     

―

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

Vol.9Vol.9

　

今
般
、
そ
の
内
容
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
素
案
に
関
す

る
ご
意
見
を
伺
う
機
会
と
し
て
、
次
の

と
お
り
第
２
回
住
民
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
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暮らしの情報

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 科

予 約 外 診 療 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

呼 吸 器 ● ● ● ● ● ●
 ●　

（予約）
●

循 環 器 ● ● ●
●　

（予約）
●

消 化 器 ● ● ●

脳・ 神 経
 ●　

（予約）
●＃3 ●＃3

腎・ 高 血 圧 ● ●
 ●　

（予約）

血 液 ● ● ● ●

内 分 泌
代 　 謝

● ●

糖 尿 病 ● ●

メ ン タ ル
ヘルスケア

● 　

小 児 科 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

外 科 ● ● ● ● ●＃１

整 形 外 科 ●
●　

（予約）
●

●　

（予約）

脳 神 経 外 科 ●

泌 尿 器 科 ● ● ● ●

産 婦 人 科 ● ● ● ● ●

眼 科 ● ● ● ● ●＃２

耳 鼻 咽 喉 科 ● ● ● ●

皮 膚 科 ●

放 射 線 科 ● ● ● ●

内 視 鏡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※皮膚科の受付は、午前８時 30分から行うことができます。（診療は午後になります。）
※内科の月・金曜日の午後は、「予約のみ」となります。ただし、緊急はこの限りではありません。
※診療予定が変更になる場合がありますので、受付（初診窓口）にお問い合わせください。

●受付時間　平　日　午前８時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　　　　　　　午後１時 30 分～４時
　　　　　　土曜日　午前８時 30 分～ 11 時
●休診日　　日曜日・祝日・祭日
●問　合　　医療連携担当　☎ (22) １２５１　　 ☆

ご
家
庭
で
目
の
届
く
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

看
護
師
募
集
中
で
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　#1：第３午後診療のみ　#2：第３午後は予約のみ　#3：第４は診療なし

大月市立中央病院大月市立中央病院　　1212月月　　診療予定表診療予定表

★休診のお知らせ【全科】　　12 月 29 日（土）～平成 25 年１月３日（木）

★診療開始・受付終了時間変更のお知らせ
【眼科】
　７日（金）・12 日（水）
　　　　　　診療開始　午前 10 時～
　　　　　　受付終了　午前 10 時 30 分　
　　　　　　受付終了　午前 10 時10 日（月）



広報おおつき / ２０１２．１２19

所得税 個人住民税
年間の支払保険料等 控除額 年間の支払保険料等 控除額
20,000 円以下 支払保険料等の全額 12,000 円以下 支払保険料等の全額
20,000 円超
40,000 円以下

支払保険料等× 1/2
＋ 10,000 円

12,000 円超
32,000 円以下

支払保険料等× 1/2
＋ 6,000 円

40,000 円超
80,000 円以下

支払保険料等× 1/4
＋ 20,000 円

32,000 円超
56,000 円以下

支払保険料等× 1/4
＋ 14,000 円

80,000 円超 一律 40,000 円 56,000 円超 一律 28,000 円

あわせて 12 万円が限度 あわせて 7万円が限度

　

平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
に
支
払
わ

れ
る
退
職
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税

（
市
町
村
民
税
お
よ
び
県
民
税
）
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
制
度
改
正
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

①
退
職
所
得
の
課
税
の
特
例
の
う
ち
、

税
額
の
10
％
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除

す
る
特
例
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

（
個
人
住
民
税
の
み
）

②
勤
続
年
数
が
５
年
以
下
の
法
人
役
員

等
の
退
職
所
得
に
つ
い
て
は
、
２
分
の

１
課
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

（
所
得
税
と
同
様
）

(1)
法
人
税
法
第
２
条
第
15
号
に
規
定
す

る
役
員
（
法
人
の
取
締
役
等)

(2)
国
会
議
員
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員

(3)
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員

２
．
退
職
所
得
に
伴
う

　
　
　
　
　

個
人
住
民
税
の
制
度
改
正

問
合　

税
務
課　

市
民
税
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎☎
(23)(23)
８
０
１
６

◆
税
額
の
計
算
方
法 

①
本
年
12
月
31
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
　

支
払
わ
れ
る
退
職
所
得

　

市
民
税
所
得
割
額
：(

退
職
金
収
入

　

額-

退
職
所
得
控
除
額
※)

×
２
分

　

の
１
×
６
％
×
０
．
９

　

県
民
税
所
得
割
額
：(

退
職
金
収
入

　

額-

退
職
所
得
控
除
額
※)

×
２
分

　

の
１
×
４
％
×
０
．
９

②
平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
に

　
　
　
　
　
　

支
払
わ
れ
る
退
職
所
得

　

市
民
税
所
得
割
額
：(

退
職
金
収
入

　

額-

退
職
所
得
控
除
額
※)

×
２
分

　

の
１
×
６
％

　

県
民
税
所
得
割
額
：(

退
職
金
収
入

　

額-

退
職
所
得
控
除
額
※)

×
２
分

　

の
１
×
４
％

※
退
職
所
得
控
除
額
の
計
算
方
法
は
、

　

次
の
と
お
り
で
す
。

・
勤
続
年
数
20
年
以
下

　

40
万
円
×
勤
続
年
数 

・
勤
続
年
数
20
年
を
超
え
る

　

８
０
０
万
円
＋
70
万
円
×

　
　
　
　
　
　

(

勤
続
年
数-

20
年)

◆
適
用
時
期

　

平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
支
払
わ
れ

る
べ
き
退
職
所
得
に
つ
い
て
適
用
さ
れ

ま
す
。

所得税 個人住民税
年間の支払保険料等 控除額 年間の支払保険料等 控除額
25,000 円以下 支払保険料等の全額 15,000 円以下 支払保険料等の全額
25,000 円超
50,000 円以下

支払保険料等× 1/2
＋ 12,500 円

15,000 円超
40,000 円以下

支払保険料等× 1/2
＋ 7,500 円

50,000 円超
100,000 円以下

支払保険料等× 1/4
＋ 25,000 円

40,000 円超
70,000 円以下

支払保険料等× 1/4
＋ 17,500 円

100,000 円超 一律 50,000 円 70,000 円超 一律 35,000 円

あわせて 10 万円が限度 あわせて 7万円が限度

３. 新契約と旧契約の双方に加入している場合

新（旧）生命保険料または新（旧）個人年金保険は、次のいずれかを選択して控除額を計算します。

①新契約のみの控除を適用②旧契約のみの控除を適用③新契約と旧契約の双方について適用：新契

約の控除額と旧契約の控除額の合計額（所得税：最高４万円、個人住民税：最高２万８千円）

１. 新契約（新生命保険料控除、介護医療保険料控除、新個人年金保険料控除）

２. 旧契約（旧生命保険料控除、旧個人年金保険料控除）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
．
生
命
保
険
料
控
除
の
改
正

　

所
得
税
は
平
成
24
年
分
か
ら
、
個
人
住
民
税
は
平
成
25
年
度
分

か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

大月市立中央病院　12月　診療予定表

　生命保険料控除は、新契

約（平成 24 年１月１日以

後に締結した保険契約等）

と旧契約（平成 23 年 12

月 31 日以前に締結した保

険契約等）では取扱いが異

なります。

暮らしの情報
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問合　総務管理課　管財担当　☎ (23) ８００１
● 10 月 26 日執行（一般競争入札）

工事等の名称 工事等の場所 工事期間等 落札業者名 落札額（円） 予定価格（円）入札参加業者名 ( 入札参加申請書提出順 )

大月市立中央病院
新病棟等建設工事

大月町
花咲 1225

H24.10.30 ～
  H26.7.31

清水建設㈱　
関東支店

2,085,000,000 2,087,211,000
大成建設㈱東京支店　
清水建設㈱関東支店
戸田建設㈱東京支店山梨営業所

大月市立中央病院
新病棟等建設
地中熱空調工事

大月町
花咲 1225

H24.10.30 ～
  H26.1.31

㈱萩原
ボーリング

53,500,000 54,000,000
㈱サクセン山梨　岩間井戸工業㈱ ： 辞退
㈱萩原ボーリング　㈱ジオ技研

● 10 月 26 日執行（指名競争入札）

工事等の名称 工事等の場所 工事期間等 落札業者名 落札額（円）予定価格（円） 入札参加業者名 ( 五十音順 )

市道峰沢中野線
橋梁上部工設置工事

富浜町
鳥沢地内

不　　調
天野工業㈱　㈱桑原組　澤田屋建設㈱
㈱龍美建設　日本道路建装㈱

市道寺原線
道路改良工事

七保町
下和田地内

H24.10.30 ～
　H25.2.6

㈲西幸工業 3,780,000 4,570,000
東工業㈱　小林工業㈱　㈲大栄
㈲西幸工業　宝方工務店

普通河川橋場沢川
河川維持工事

富浜町
鳥沢地内

H24.10.30 ～
　H24.12.28

宝方工務店 1,335,000 1,340,000
㈲大栄　田原建設㈱　㈲殿上坂本工業
宝方工務店

農道西畑線
道路改修工事

賑岡町
強瀬地内

H24.10.30 ～
　H25.1.27

東工業㈱ 1,950,000 2,110,000
東工業㈱　小林工業㈱　㈲大栄
㈱八千代建設

大島水路改修工事
七保町
下和田地内

H24.10.30 ～
　H25.1.27

㈲西幸工業 1,550,000 1,590,000
田原建設㈱　㈲殿上坂本工業
㈲西幸工業　宝方工務店

小篠水路改修工事
猿橋町
小篠地内

H24.10.30 ～
　H25.1. ７

㈲殿上坂本工業 1,200,000 1,220,000
㈱三合　田原建設㈱　㈲殿上坂本工業
㈲西幸工業

真木水路改修工事
大月町
真木地内

不　　調
東工業㈱　小林工業㈱　㈲大栄
㈱八千代建設

大月駅前広場流入
水路床版整備工事

大月一丁目
地内

H24.10.30 ～
　H24.12.28

㈱三合 1,300,000 1,330,000
㈱三合　田原建設㈱　㈲殿上坂本工業
㈱八千代建設

大月市土砂災害
ハザードマップ
作成業務委託

市内
H24.10.30 ～
　H25.3.15

㈱パスコ 4,200,000 4,390,000
国際航業㈱　国土防災技術㈱
ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ㈱　㈱パスコ
八千代ｴﾝｼﾞﾆﾔﾘﾝｸﾞ㈱

旧下和田小学校校舎
耐震診断業務委託

七保町下和田
1150

H24.10.30 ～
　H25.3.15

㈱馬場設計 3,450,000 3,536,000
㈱進藤設計事務所　綜合建築設計事務所
㈱馬場設計　山形一級建築士事務所

平成 24年度
特殊建築物（笹子公
民館他９施設）定期
調査報告業務委託

笹子町黒野田
1359-7 ほか

H24.10.30 ～
　H25.1.30

小林ホーム企画㈱ 2,180,000 2,205,000
ＡＬＰＨＡ　小林ホーム企画㈱
不二設計一級建築士事務所

大月市営住宅受水槽
及び高架水槽清掃・
検査業務委託

賑岡町浅利
440-1 他６箇
所

H24.10.30 ～
　H25.1.31

㈲大都留清掃社 600,000 628,000
㈲大月衛生社　㈲大都留清掃社
㈱中央浄化槽管理センター

パソコン等購入
（その２）

企画財政課 H24.12.28 ㈱ YSKe-com 8,413,000 8,795,000
ＮＥＣﾈｯﾂｴｽｱｲ㈱　ＮＥＣﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ㈱
日本電気㈱　㈱YSKe-com

※落札額・予定価格は税抜き価格です。

暮らしの情報

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

公共工事等の入札結果を公表します
10月

入札情報

暮らしの情報

●
大
月
市
給
水
工
事
指
定
業
者
組
合

対
応
日

 

業
者
名

電
話
番
号

12
月
29
日

・

１
月
１
日

（
株
）
中
央
浄
化
槽

管
理
セ
ン
タ
ー

☎
(22)
１
３
２
３

（
有
）
和
智
水
道

☎
(26)
５
９
８
７

正
木
興
業
（
株
）

☎
(23)
１
２
９
１

桑
田
設
備
（
株
）

☎
(23)
３
３
６
０

☎
(24)
７
５
３
６

（
株
）
ソ
ウ
マ
工
業

☎
(22)
０
０
０
７

☎
(23)
２
８
４
４

12
月
30
日

・

１
月
２
日

若
尾
冷
暖
房
設
備
機
器

☎
(22)
０
６
７
５

（
有
）
原
田
設
備

☎
(22)
１
７
８
３

☎
(23)
２
６
６
４

小
笠
原
設
備
（
有
）

☎
(25)
６
７
１
７

星
野
水
道
工
事
店

☎
(22)
１
７
５
７

12
月
31
日

・

１
月
３
日

中
央
興
産
（
株
）

☎
(22)
５
１
１
１

久
嶋
設
備

☎
(26)
２
７
３
０

（
株
）
美
沢
屋

☎
(23)
０
１
４
８

奥
脇
管
工
（
有
）

☎
(22)
６
３
１
２

☎
(22)
６
３
２
５

水
道
に
冬
支
度
を

マ
イ
ナ
ス
４
℃
は
水
道
管
凍
結
の
赤
信
号

★
水
道
管
の
凍
結
防
止

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る
と
水
道
管
が

凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
冬
季
に
は
、
必
ず

水
道
管
の
防
寒
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
に
は
、
左
の
業
者
が
当
番
体
制
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
緊
急
時
に
は
当
番
業
者
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。問

合　

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

　
　
　
　
　
　
　
　

☎☎
(22)(22)
０
０
９
９
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市役所の年末年始閉庁日のお知らせ
何かと不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

施設名施設名 電話番号電話番号
12月12 月 １月１月

27 日27 日
（木）（木）

28 日28 日
（金）（金）

29 日29 日
（土）（土）

30 日30 日
（日）（日）

31 日31 日
（月）（月）

１日１日
（火）（火）

２日２日
（水）（水）

３日３日
（木）（木）

４日４日
（金）（金）

市役所※１ ☎ (22) ２１１１

市民会館 ☎ (22) ４８１１

市立図書館 ☎ (22) ４８１５

郷土資料館 ☎ (23) １５１１

総合体育館 ☎ (26) ３１１１

勤労青年センター ☎ (23) １２７１

福祉センター ☎ (23) ２００１

中央病院※２ ☎ (22) １２５１

火葬場※３ ☎ (23) ８０２３

水道（上水道） ☎ (22) ００９９

〃　（簡易水道） ☎ (23) ８０２７

大月都留広域
事務組合

☎ (20) ２６５１

※１　年末・年始の休日中も婚姻・出生・死亡などの戸籍関係の届出は、当直室で受付けます。
　　　証明書の発行、住所変更等の手続きは閉庁日にはできません。
※２　救急患者については、消防署（☎ (22) ０１１９）に連絡してください。
※３　１月１日（火）～３日（木）については市民のみの対応となります。

ご
み
の
収
集
・
持
込

●
年
末
、
年
始
は
ご
み
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

収
集
時
間
が
平
常
よ
り
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
必
ず
午
前
８
時
ま
で
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い

●
収
集
が
な
い
日
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

月　日
12月 １月

29日
（土）

30日
（日）

31日
（月）

１日
（火）

２日
（水）

３日
（木）

４日
（金）

５日
（土）

６日
（日）

ごみの収集 ○ ○ ×

クリーンセンター

への持込

 9:00 ～ 11:45

13:00 ～

15:45

★
不
燃
ご
み
の
収
集
日
変
更

１
月
２
日
（
水
）　

↓　

１
月
12
日
（
土
）

●
変
更
と
な
る
地
区

　

大
月
地
区　

（
花
咲
・
美
堂
・

　

北
天
神
浅
利
入
り
口
「
大
月
３
丁
目
」）

　

賑
岡
地
区　

（
浅
利
・
浅
利
住
宅
・
岩
殿
・

　

神
倉
・
畑
倉
・
ゆ
り
ヶ
丘
・
遅
能
戸
・
東
原
・

　

小
和
田
・
東
奥
山
・
日
影
・
中
村
・
金
山
・

　

戸
沢
・
西
奥
山
宮
ノ
沢
）

★
粗
大
ご
み
の
収
集
日
変
更

◆
１
月
２
日
（
水
）　

↓　

１
月
12
日
（
土
）

　

変
更
と
な
る
地
区

　

笹
子
町
全
域

　

初
狩
町
全
域
（
藤
沢
地
区
除
く
）

◆
１
月
３
日
（
木
）　

↓　

１
月
26
日
（
土
）

　

変
更
と
な
る
地
区

　

真
木
地
区
（
桑
西
・
間
明
野
・
恵
能
野
・
真
木
全
域
）　
　
　
　
　
　

　

駒
橋
地
区
（
駒
橋
）

◆
１
月
４
日
（
金
）　

↓　

１
月
16
日
（
水
）

　

変
更
と
な
る
地
区　

藤
沢
地
区
（
藤
沢
）

  

花
咲
・
沢
井
地
区(

沢
井
・
上
花
咲
・
坂
瀬
・
富
士
見
台
１
．
６
）

　

大
月
・
御
太
刀
地
区
（
大
月
２
丁
目
・
御
太
刀
５
）

暮らしの情報

問
合　

大
月
都
留
広
域
事
務
組
合　

☎
(20)
２
６
５
１

< まるたの森クリーンセンターの日程表 >

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

＝お休み

収集しません

持込みできません
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暮らしの情報

　現在実施している下表の予防接種への助成は、平成 24 年度（平成 25 年３月）までとなりま
す。平成 25 年度からは「定期予防接種」となる見通しですが、対象年齢は現在より縮小される
可能性があります。接種を希望される場合は、今年度中に接種を済ませてください。
　なお、事前に保健課での手続きが必要となりますので、母子手帳をお持ちください。

保健課からのお知らせ保健課からのお知らせ

　◆子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業について

ワクチンの種類 対　象 助成回数

①子宮頸がん予防ワクチン

・中学１～３年生、高校１年生の方

・高校２年生で平成 24年３月 31日まで   

 に１回以上接種している方

３回分まで

②ヒブワクチン ・生後２か月齢～５歳未満の方
月（年）齢に

応じた回数分
③小児用肺炎球菌ワクチン ・生後２か月齢～５歳未満の方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　◆４種混合予防接種について

　11 月１日から、４種（ジフテリア・百日咳・破傷風・不活化ポリオ）混合のワクチン接種が
始まりましたが、全国的にワクチンが足りていない状況にあります。
　今後、平成 24 年８月以降に出生されたお子さんが接種できる量は供給される見込みですが、
当分の間は、不足の状態が続くと思われます。
　４種混合でのワクチン接種が行えない場合は、３種混合と不活化ポリオでの接種が可能です。
百日咳にかかった場合、乳幼児は重症化するおそれがあるため、４種混合ワクチンを待たずに、
早めのワクチン接種を行いましょう。
　また、平成 24 年８月以降に生まれたお子さんに３種混合と不活化ポリオのワクチンで接種を
行う場合、４種混合予防接種の予診票との交換が必要となりますので、お手数ですが、保健課ま
で予診票・母子手帳をお持ちください。

　◆不活化ポリオ（単抗原）ワクチン追加接種について

　10 月 23 日より、不活化ポリオワクチンの追加接種（４回目）が定期接種となりました。対象
となるお子さんには、標準的な接種間隔の接種時期になりましたら予診票を郵送します。
　自費接種で３回目までの接種を終わらせている方で、接種時期になっても通知が届かない場合
は、ご連絡ください。

　問合　保健課　健康増進担当 ( 保健師 )
　　　　　　　　　　        ☎ (23) ８０３８

　予防接種について、お気軽にご相談ください。

※追加接種（４回目）は、初回接種終了後６か月以上の間隔（標準的な接種期間は、12か月から
  18 か月までの間）をおいて１回接種
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　子どもの人権１１０番　　　　０１２０－００７－１１０
　女性の人権ホットライン　　　０５７０－０７０－８１０

　甲府地方法務局大月支局　　☎ (22) ０７９９
　甲府地方法務局人権擁護課　☎０５５－２５２－７２３９

暮らしの情報

強調事項

○女性の人権を守ろう　　
○子どもの人権を守ろう　
○高齢者を大切にする心を育てよう
○障害のある人の完全参加と平等を実現しよう　　　
○部落差別をなくそう
○アイヌの人々に対する理解を深めよう　　　　　　
○外国人の人権を尊重しよう
○ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する
　偏見をなくそう

第 64 回人権週間第 64 回人権週間

平成 24 年度啓発活動重点目標

　「みんなで築こう　人権の世紀　～考えよう　相手の気持ち　育てよう　思いやりの心～」

　12月 10日は「人権デー（Human　Rights　Day）」です。この「人権デー」は、昭和23年の国連総会
において「世界人権宣言」が採択されたことを記念して設けられた日です。わが国では 12月４日から
10日までの一週間を「人権週間」と定め、人権意識の高揚を呼びかけています。
　「世界人権宣言」の意義を考え、お互いの人権を尊重して明るい社会をつくりましょう。小さなこと
でも一人一人ができることから始めれば、お互いの人権を守ることにつながります。

○刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう　
○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
○インターネットを悪用した人権侵害は止めよう　
○ホームレスに対する偏見をなくそう
○性的指向を理由とする差別をなくそう　　　　　
○性同一性障害を理由とする差別をなくそう
○北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を
　深めよう
○人身取引をなくそう　　
○東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

　人権問題でお困りの方は、お気軽に最寄りの人権擁護委員か法務局にご相談ください。
　相談無料、秘密は厳守します。

　

議
員
の
欠
員
に
伴
う
猿
橋
財
産
区
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は

10
月
16
日
に
告
示
さ
れ
、
立
候
補
届
出
の
受
付
を
行
っ
た
結

果
、選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
（
欠
員
数
２
名
）
を
越
え
な
か
っ

た
た
め
、
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
10
月
22
日
の
選
挙
会
に
お
け
る
当
選
人
の
決
定
を

受
け
、
10
月
24
日
に
市
役
所
３
階
委
員
会
室
に
お
い
て
、
鈴

木
紀
男
大
月
市
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
選
人
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
立
候
補
届
出
順
・
敬
称
略
）

　
　

藤ふ
じ
も
と本　

匡た

だ

し支
（
猿
橋
町
小
篠
）

　
　

奈な

ら良　

威
た
け
し　

 

（
猿
橋
町
殿
上
）

問
合　

大
月
市
選
挙
管
理
委
員
会　

☎☎
(23)(23)
８
０
４
２

猿
橋
財
産
区
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
成
人
式
に
ご
参
加
を

成
人
式
に
ご
参
加
を

日
時　

平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　

受　
　

付　

午
前
９
時
〜　
　

　
　
　
　

開　
　

式　

午
前
10
時
〜

会
場　

市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

対
象　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

　
　

 

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
24
年
12
月
１
日
現
在
、

　
　

 

本
市
に
住
民
登
録
が
し
て
あ
る
方

　
　
　

（
案
内
状
は
12
月
上
旬
に
発
送
予
定
）

※
式
典
開
始
前
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ス
ラ
イ
ド
上
映

※
市
外
へ
の
転
出
者
で
、
式
典
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
12
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
合　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
担
当　

☎
(23)
８
０
５
０
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平
成
25
年
３
月
新
規
学
卒
者
等
合
同

就
職
面
接
会

日  

12
月
14
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

　
　

（
甲
府
市
丸
の
内
１
―
１
―
17
）

対
象　

  

・
県
内
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
平
成
25

年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
お
よ
び

既
卒
者

・
県
内
を
就
業
地
と
す
る
「
求
人
票

（
大
卒
等
）」
ま
た
は
「
高
卒
用
求
人

票
」
が
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
受
理

さ
れ
て
い
る
企
業

内　

企
業
と
の
個
別
面
接
、
各
種
相
談

コ
ー
ナ
ー

※
企
業
の
方
は
、
要
事
前
申
し
込
み

※
求
職
者
の
方
は
、
事
前
の
申
し
込
み

　

不
要

参
加
費　

無
料
（
交
通
費
等
は
実
費
）

申
・
問　

県
労
政
雇
用
課

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
５
６
２

暮らしの情報

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

救
急
救
命
士
に
よ
る
処
置
の
拡
大
に

係
る
実
証
研
究

【
拡
大
さ
れ
て
い
る
処
置
の
内
容
】

○
低
血
糖
の
疑
い
が
あ
る
患
者
の
方
に

　

対
し
て
血
糖
測
定
を
行
い
、
低
血
糖

　

が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
ブ
ド
ウ
糖

　

溶
液
を
投
与
し
ま
す

○
血
圧
が
低
下
し
て
お
り
心
臓
が
停
止

す
る
危
険
性
の
あ
る
患
者
の
方
、
身

体
が
重
い
も
の
に
長
時
間
挟
ま
れ
血

液
の
循
環
が
悪
く
な
っ
て
い
る
患
者

の
方
に
点
滴
を
行
い
ま
す　

○
重
症
喘
息
発
作
の
患
者
の
方
が
喘
息

治
療
用
の
吸
入
薬
を
所
持
し
て
い
る

場
合
は
、
本
人
の
薬
を
使
用
し
症
状

を
改
善
さ
せ
ま
す

【
実
証
研
究
に
つ
い
て
】

●
い
ず
れ
の
行
為
も
医
師
の
指
示
を
電

話
で
受
け
、
救
急
救
命
士
が
処
置
を

行
い
、
処
置
の
効
果
や
安
全
性
な
ど

を
検
証
し
ま
す

●
救
急
救
命
士
が
20
歳
以
上
の
患
者
本

人
に
事
前
説
明
を
行
い
、
文
書
に

よ
っ
て
同
意
を
得
る
こ
と
を
条
件
と

し
ま
す
（
家
族
等
の
代
諾
者
の
同
意

で
も
実
施
可
）

※
平
成
25
年
１
月
31
日
（
木
）
ま
で
実

施
し
ま
す

問　

消
防
署　

救
急
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
０
１
１
９

年
末
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　

12
月
１
日
（
土
）
〜
12
月
31
日
（
月
）

　

年
末
は
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
道

路
が
混
雑
し
、
心
理
的
な
慌
た
だ
し
さ

や
飲
酒
の
機
会
も
増
え
ま
す
。
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
目
標
】

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
悪
質
・
危
険
な

運
転
の
追
放

○
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

○
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
上
向
き
ラ
イ

ト
活
用
の
徹
底
と
反
射
材
使
用
の
推
進

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
（
適
正
）
利
用
の
推
進

○
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

問　

市
民
課　

市
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
２
３

日 …日時・日程

場 …場所　内 …内容

申 …申込　問 …問合

や
ま
な
し
思
い
や
り
パ
ー
キ
ン
グ
制
度

　

障
害
者
用
駐
車
場
（
思
い
や
り
駐
車

区
画
）
の
適
正
な
利
用
の
た
め
、
利
用

証
（
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
）
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

申
請
お
よ
び
交
付
窓
口　
　

　

福
祉
課
障
害
者
支
援
担
当
、
県
障
害

福
祉
課
、
県
保
健
福
祉
事
務
所

対
象　
　
　
　

　

身
体
障
害
の
あ
る
方
、
知
的
障
害
の

あ
る
方
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
、
発
達

障
害
の
あ
る
方
、
難
病
患
者
、
高
齢

者
、
妊
産
婦
、
け
が
人
で
利
用
証
の
交

付
基
準
に
該
当
す
る
方

利
用
で
き
る
施
設　
　
　
　
　
　

　

県
や
市
町
村
等
の
公
的
施
設
、
県
と

協
定
を
締
結
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
の
民
間
施
設

※
利
用
証
の
交
付
基
準
お
よ
び
利
用
で

　

き
る
施
設
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　

福
祉
課　

障
害
者
支
援
担
当　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
１

　
　

県
障
害
福
祉
課　

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
４
６
０

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

 h
ttp
://w
w
w
.p
ref.y

am
an
ash
i.jp
/

 sh
o
g
ai-fk

s/ty
u
u
sy
ajo
u
.h
tm
l
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

か
ん
た
ん
証
明
書
請
求

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
パ
ソ
コ
ン

で
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９

時
ま
で
の
間
、
登
記
事
項
証
明
書
の
送

付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
請
求
の
場
合
は
、
手
数
料
が
１

通
５
７
０
円
（
郵
送
料
込
。
た
だ
し
、

支
払
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
や
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
よ
り

納
付
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

と
、
窓
口
で
請
求
す
る
場
合
の
１
通

７
０
０
円
よ
り
も
安
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ご
不
明
の
点
は
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問　

甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
　

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
７
１
８
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://w
w
w
.to
u
k
i-k
y
o
u
ta
k
u
-n
et.

m
o
j.g
o
.jp
/

年
末
緊
急
支
援
対
策

第
７
回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
お
願
い

　

食
品
を
ご
寄
付
く
だ
さ
い
。
届
け
ら

れ
た
食
品
は
、
主
催
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ

ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
へ
一
度
集
め
ら
れ
、

暮らしの情報

そ
こ
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
高
齢

者
、
失
業
者
な
ど
、
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
方
々
に
お
届
け
し
ま
す
。

ご
寄
附
い
た
だ
き
た
い
食
品

　

穀
類
（
お
米
、
麺
類
、
小
麦
粉
等
）、

保
存
食
品
（
缶
詰
、
瓶
詰
等
）、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
調

味
料
各
種
、
食
用
油
、
飲
料
（
ジ
ュ
ー

ス
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
等
）、
ふ
り
か

け
、
お
茶
漬
け
、
の
り
、
ギ
フ
ト
パ
ッ

ク
（
お
歳
暮
、
お
中
元
等
）、
ミ
ル
ク
、

離
乳
食

注
意
事
項

①
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の

②
賞
味
期
限
が
１
ヶ
月
以
上
あ
る
も
の

③
未
開
封
で
あ
る
も
の

④
破
損
で
中
身
が
出
て
い
な
い
も
の

⑤
お
米
は
常
識
の
範
囲
内
で
古
く
な
い

　

も
の

受
付
期
間

　

12
月
３
日
（
月
）
〜
17
日
（
月
）

集
荷
場
所

　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

（
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）

問　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
２
０
０
１

日 …日時・日程

場 …場所　内 …内容

申 …申込　問 …問合

小
さ
な
美
術
館
参
加
店
舗
等

　

第
28
回
国
民
文
化
祭
や
ま
な
し

２
０
１
３
「
秀
麗
富
嶽
十
二
景
写
真
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
20
回
を
迎
え

る
「
秀
麗
富
嶽
十
二
景
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
入
賞
作
品
を
全
紙
サ
イ
ズ
の
パ

ネ
ル
に
し
、
小
さ
な
美
術
館
と
し
て
各

店
舗
等
で
展
示
を
行
い
ま
す
。　

　

こ
の
入
賞
作
品
を
展
示
し
て
頂
け
る

お
店
、
ホ
テ
ル
、
民
宿
等
を
募
集
し
ま

す
。
国
民
文
化
祭
の
期
間
中
は
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
数　

30
店
舗

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

　

決
定

応
募
資
格　

　

市
内
の
お
店
、
ホ
テ
ル
、
民
宿
等

展
示
物　

①
写
真
パ
ネ
ル
（
全
紙
）

　
　

サ
イ
ズ　

５
３
０
mm
×
６
４
０
mm

②
写
真
紹
介
表
示
板

　
　

サ
イ
ズ　

１
２
０
mm
×
８
９
mm

③
小
さ
な
美
術
館
表
示
版

④
の
ぼ
り
旗

展
示
枚
数　

１
〜
３
枚
程
度

　

（
応
募
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

展
示
期
間　

　

平
成
25
年
１
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
11
月
10
日（
日
）

※
期
間
中
は
、
季
節
毎
に
写
真
の
入
れ

　

替
え
を
行
い
ま
す

応
募
期
限　

12
月
14
日
（
金
）

そ
の
他　

　

展
示
す
る
店
舗
等
に
つ
い
て
は
、
展

示
場
所
案
内
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
駅
や

公
共
施
設
で
配
布
お
よ
び
掲
示
し
ま
す

※
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
に

　

沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
問　

産
業
観
光
課　

観
光
担
当　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
１
８
２
９

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
(20)
１
５
３
３

　
　

sa
n
g
y
o
u
-1
9
2
0
6
@
city
.o
tsu
k
i.

lg
.jp
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　市民の皆さんの技術・能力をより行政事務に反映させ、人材活用を図る目的のため公募します。

　●任用期間　平成 25年４月１日～平成 26年３月３１日（１年間）

　●応募資格　市内在住者・65才まで（平成 25 年４月１日現在）

　●応募期間　12月３日（月）～ 18日（火）　　●応募方法　直接持参または郵送（12月 18 日必着）

　●提出書類　申込書（１通）

　●選考方法　書類および面接 （パソコン操作ができる方を優先します。）

　●選 考 日　平成 25年１月 26 日（土）～ 28 日（月）※３日間の内、希望職種別に実施します。

　●募集職種・募集人員　　　　　

　●任用　

　　選考の結果、合格した方は、臨時的任用職員の採用候補者として、４月１日から１年間名簿

　に登録され、職員の退職その他の理由により欠員が生じた場合に任用されます。

　●その他　

　　任用の見込み、時期、勤務先等をあらかじめ明らかにすることはできません。

　　また、登録された方がすべて任用されるわけではありませんのでご了承ください。

　　※申込書は、秘書広報課および各出張所にあります（ホームページからもダウンロード可）

暮らしの情報

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

◆嘱託職員

募集職種 募集人員 給与など

出張所事務 所長 ６名 １５０，０００円

社会教育施設 館長（市民会館・図書館・郷土資料館） ３名 １５０，０００円

市税等徴収 嘱託員（日給月額） 若干名
１２６，０００円
※別途能率報酬あり

◆賃金職員（日給月額）

募集職種 募集人員 給与など

一般行政事務補助（本庁等） 若干名 １１７，６００円

一般行政事務補助（出張所） 若干名 １１７，６００円

社会体育施設管理事務補助
（市民総合体育館・勤労青年センター）

若干名 １１７，６００円

社会教育施設管理事務補助
（市民会館・図書館・郷土資料館）

若干名 １１７，６００円

給食センター調理補助（調理師免許取得者） 若干名
日額６，０００円
年２１３日勤務

給食センター調理補助（調理補助員） 若干名
日額５，６００円
年２１３日勤務

小・中学校用務員
11校
各１名

日額５，６００円
年１９０日勤務

◆賃金職員（パート）

募集職種 募集人員 給与など

給食センター調理補助（調理補助員） 若干名
時給７５０円

※研修期間３日程度あり

社会教育施設管理事務補助（図書館） 若干名 時給７００円

学童保育指導員（教諭又は保育士免許資格者） 若干名 時給９００円

学童保育補助員
※補助員の応募年齢は、60才までの方に限ります

若干名 時給７００円

　申・問　秘書広報課　人事担当（大月２―６―20 大月市役所内）　☎ (23) ８００６
　ＵＲＬ　http://www.city.otsuki.yamanashi.jp/

大月市臨時的任用職員等
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平
成
24
年
度
大
月
市
消
防
職
員

　
　
　
　
　
　
　

（
小
菅
出
張
所
勤
務
）

　

平
成
25
年
４
月
採
用
の
消
防
職
員

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　

消
防
職
（
上
級
）・（
初
級
）

　
　

上
級
、
初
級
の
い
ず
れ
か
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

　

※
小
菅
出
張
所
の
消
防
業
務
に
従
事

試
験
日
・
試
験
場
所　

　
　

平
成
25
年
１
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
菅
村
役
場

申
込
書
類
等

　

12
月
３
日
（
月
）
か
ら
要
項
を
配
布

受
付
期
間

　

12
月
３
日
（
月
）
〜
18
日
（
火
）　

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

<

受
験
資
格>

●
消
防
職
（
上
級
）

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大

学
卒
業
（
平
成
25
年
３
月
卒
業
見
込
み

含
む
）
以
上
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以

上
の
資
格
を
有
す
る
方

●
消
防
職
（
初
級
）

　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
大

学
卒
業
（
平
成
25
年
３
月
卒
業
見
込
み

含
む
）
以
上
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以

上
の
資
格
を
有
す
る
方

〈
消
防
職
は
次
の
条
件
を
付
し
ま
す
〉

①
大
月
市
職
員
と
し
て
採
用
後
、
小
菅

村
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
平
成
25
年

３
月
取
得
見
込
み
を
含
み
、
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
限
定
免
許
除
く
）
を
有
す
る
方

③
身
体
的
条
件
と
し
て
次
の
方
で
あ
る

こ
と

ア
．身
長　

お
お
む
ね
１
６
０
cm
以
上
、

か
つ
体
重
お
お
む
ね
50
㎏
以
上
の
方

イ
．
視
力
（
矯
正
視
力
含
み
）
が
両
眼

で
０
．
７
以
上
、
か
つ
一
眼
で
そ
れ
ぞ

れ
０
．
３
以
上
あ
る
方

ウ
．
赤
色
、
青
色
お
よ
び
黄
色
の
色
彩

の
識
別
が
で
き
る
方

（
色
覚
検
査
を
必
ず
受
け
る
こ
と
）

エ
．
聴
力
が
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
方

◆
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

受
験
で
き
ま
せ
ん

ア
．
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

イ
．
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す

る
方

<

試
験
内
容>

・
論
文
、
面
接
試
験
、
体
力
試
験

<

必
要
書
類>

①
履
歴
書
②
住
民
票
抄
本
③
卒
業
（
卒

業
見
込
み
）
証
明
書
④
成
績
証
明
書　

⑤
身
体
検
査
書
⑥
面
接
カ
ー
ド

<

合
格
発
表>

・
平
成
25
年
２
月
上
旬

申
・
問
（
①
②
ど
ち
ら
で
も
可
）

①
〒
４
０
１
―
８
６
０
１

　
　

大
月
二
丁
目
６
番
20
号

　

大
月
市
役
所　

総
務
部　

　
　
　

秘
書
広
報
課　

人
事
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
０
６

②
〒
４
０
９
―
０
２
１
１　
　

　
　

北
都
留
郡
小
菅
村
４
６
９
８

　

小
菅
村
役
場　

総
務
課

　
　

☎
０
４
２
８
―
８
７
―
０
１
１
１

※
要
項
、
必
要
書
類
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://w
w
w
.city
.

　
　
　
　
　

o
tsu
k
i.y
am
an
ash
i.jp
/

へ
ル
パ
ー
２
級
養
成
研
修

①
ホ
ー
ム
・
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座

日　

平
成
25
年
１
月
22
日
（
火
）・
25

日
（
金
）・
30
日
（
水
）・
２
月
１
日
（
金
）・

５
日
（
火
）・
８
日
（
金
）・
13
日
（
水
）・

19
日
（
火
）　

※
受
講
決
定
後
、
テ
キ
ス
ト
を
送
付

　

（
講
義
初
日
ま
で
の
間
、
要
自
宅
学
習
）

※
別
途
実
習
（
５
日
間
）
あ
り

　

（
実
習
は
遠
方
に
な
る
場
合
あ
り
）

※
講
座
修
了
後
、
修
了
証
を
交
付

受
講
料　

９
０
，
０
０
０
円

　
　
　
　

（
研
修
費
・
テ
キ
ス
ト
代
）

※
修
了
者
に
は
受
講
料
の
１
／
２
を
助
成

（
交
通
費
、
食
費
等
は
別
途
自
己
負
担
）

②
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
お
よ
び
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座

日　

平
成
25
年
２
月
22
日
（
金
）

●
共
通
事
項

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
６
階　

　
　

（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

対
象　

・
①
②
両
講
座
と
も
受
講
で
き
る
方

・
市
内
在
住
の
方

・
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
方
で
介
護

に
携
わ
る
意
欲
の
あ
る
方

・
資
格
取
得
後
、
市
内
の
福
祉
施
設
等

に
就
業
さ
れ
る
方
ま
た
は
、
地
域
に
お

い
て
高
齢
者
支
援
活
動
を
さ
れ
る
方

定
員　

30
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

　

決
定

※
10
名
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
あ
り

申
込
期
限　

12
月
25
日
（
火
）

※
申
込
書
は
、
介
護
課
、
各
出
張
所
、

　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す

申
・
問　

　

介
護
課　

介
護
予
防
担
当　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
８
０
３
４

　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　
　

高
齢
者
等
在
宅
福
祉
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
２
０
０
１

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

暮らしの情報
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募集種目 資格 受付期間 試験期日

防衛大学校
学生

一般
 （後期）
　

 高卒（見込含）
～

21歳未満の方
（※自衛官は 23歳未満）

平成 25 年１月 23 日
～

平成 25 年２月１日

１次試験　
　平成 25年３月２日　　　　
２次試験　
　平成 25年３月 15 日

高等工科学校
生徒 一般 男子で中卒（見込含）

17歳未満の方

受付中
～

平成 25年１月７日

１次試験　
　平成 25年１月 19 日　　　
２次試験　
　平成 25年２月２日～５日　

貸費学生 技術

大学の理学部、工学部の３・４年次の方
または

大学院（専門職大学院を除く）修士課程
在学（正規の修業年限を終わる年の４月
１日現在で 26歳未満の方
（※大学院修士課程在学者は 28歳未満）

12 月１日
～

平成 25 年１月 11 日
平成 25 年１月 26 日

予備自衛官補

一般 18歳以上 34 歳未満の方

平成 25年１月中旬
～

（※詳細未定）

※詳細未定　　　　　　　　　
※１日を指定されます。

技能 18歳以上で国家免許資格等を有する方
（資格により 53歳未満～ 55 歳未満の方）

自衛官募集

問　自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所（御太刀２－８－ 10）　☎ (22) １２９８
　　自衛隊山梨地方協力本部　募集課（甲府市丸の内１－１－ 18）　☎０５５－２５３－１５９１
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暮らしの情報

産
業
技
術
短
期
大
学
校

●
能
力
開
発
講
座
（
セ
ミ
ナ
ー
）

①
ブ
ロ
グ
入
門

日　

平
成
25
年
２
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
12
日
（
火
）

の
う
ち
５
日
間　

午
後
６
時
〜
９
時

受
付
期
間

　

12
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　

〜
平
成
25
年
１
月
28
日（
月
）

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
入
門

日　

平
成
25
年
２
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
22
日
（
金
）

の
う
ち
６
日
間　

午
後
６
時
〜
９
時

受
付
期
間

　

12
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

〜
平
成
25
年
２
月
７
日（
木
）

●
共
通
事
項

※
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

※
受
講
料 

２
，
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
別
）

※
詳
細
は
、
要
問
合

※
都
合
に
よ
り
変
更
・
中
止
あ
り

場
・
問　

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　

（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
３
０
８
）

　
　

☎
０
５
５
３
―
３
２
―
５
２
０
２

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://w
w
w
.y
itjc.ac.jp

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

●
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

　

社
会
保
険
手
続
き
の
基
礎
講
座

日　

平
成
25
年
１
月
17
日
・
24
日
・
31
日

・
２
月
７
日
・
14
日
・
21
日

　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

※
い
ず
れ
も
木
曜
日

場　

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　

 (

甲
府
市
大
津
町
２
１
３
０
―
２)

対
象　

事
業
所
で
社
会
保
険
・
労
働
保

険
事
務
を
担
当
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

こ
れ
か
ら
担
当
す
る
方

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

内　

社
会
保
険
制
度
の
概
要
、
健
康
保

険
・
労
働
者
災
害
補
償
保
険
・
雇
用
保

険
の
給
付
内
容
と
手
続
き
な
ど

受
講
料　

１
０
，
０
０
０
円
（
会
員
）

　
　
　
　

１
２
，
０
０
０
円
（
非
会
員
）

申
込
期
限　

１
月
10
日
（
木
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
中
止
あ
り

※
詳
細
は
、
要
問
合

問　

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　

☎
０
５
５
―
２
４
３
―
４
９
１
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://w
w
w
.y
av
ad
a.jp
/

広
報
お
お
つ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

広
報
お
お
つ
き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

詳
細
は
、
秘
書
広
報
課
広
聴
広
報
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
秘
書
広
報
課
広
聴
広
報
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)(23)
８
０
０
５

８
０
０
５
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暮らしの情報

講
師　

小
林
敬
三
氏
（
市
将
棋
連
盟
）
他

受
講
料　

無
料

申
・
問　

市
民
会
館　

☎
(22)
４
８
１
１

郷
土
研
究
講
演
会

日　

12
月
23
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分

場　

市
民
会
館
３
階
講
堂

定
員　

な
し

内　

「
戦
国
の
世
と
小
山
田
信
茂
」

講
師　

山
元
泰
生
氏

※
入
場
無
料

問　

大
月
市
郷
土
研
究
会 

西
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(22)
１
５
６
３

点
字
講
習
会

日　

平
成
25
年
１
月
26
日
・
２
月
２
日
・

９
日
・
23
日
・
３
月
２
日
・
９
日

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

※
い
ず
れ
も
土
曜
日

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
名

内　

点
字
の
学
習

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

１
月
18
日
（
金
）

申
・
問　

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
福
祉
担
当

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス　
　

☎
(23)
２
０
０
１

日 …日時・日程

場 …場所　内 …内容

申 …申込　問 …問合

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

親
子
遊
び

日　

12
月
14
日
（
金
）・
18
日
（
火
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

対
象　

０
歳
〜
未
就
学
児
童

定
員　

20
組
（
要
予
約
）

内　

手
遊
び
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

持
ち
物　

子
ど
も
の
身
の
回
り
品

　
　
　

（
着
替
え
・
お
む
つ
・
ミ
ル
ク
）

受
付
開
始
日　

12
月
５
日
（
水
）

問　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(23)
１
１
５
２

市
民
会
館
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

小
学
生
「
新
春
将
棋
教
室
」

日　

平
成
25
年
１
月
12
日
・
26
日
・

２
月
９
日
・
16
日　

午
前
９
時
〜
正
午

※
い
ず
れ
も
土
曜
日

場　

市
民
会
館
４
階
研
修
室
（
２
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

ぴ
ゅ
あ
富
士
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
ぴ
ゅ
あ
富
士
コ
ン
サ
ー
ト

「
オ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

　
　
　

m
ini  C

oncert　

〜
想
い
〜
」

日　

12
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時

場　

ぴ
ゅ
あ
富
士　

１
階
ロ
ビ
ー

定
員　

50
名

参
加
費　

無
料

出
演　

オ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー　

・
笛
奏
者　

オ
マ
タ
タ
ツ
ロ
ウ
氏

・
チ
ェ
ン
バ
ロ　

小
俣
淳
子
氏

曲
目　

見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
、

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
他

②
生
け
花
教
室
「
お
正
月
を
生
け
る
」

日　

12
月
27
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

ぴ
ゅ
あ
富
士　

工
芸
美
術
室

講
師　

山
本
武
弘
氏
（
松
山
古
流
）

定
員　

20
名

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

剣
山
、
花
ば
さ
み
、
南
天

申
・
問　

　

県
立
男
女
共
同
参
画

　
　

推
進
セ
ン
タ
ー
・
ぴ
ゅ
あ
富
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(45)
１
６
６
６

県
環
境
科
学
研
究
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
も
り
の
お
は
な
し
か
い

　
　
　
　
　

〜
絵
本
の
読
み
き
か
せ
〜

日　

12
月
９
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
30
分
〜
・
午
後
２
時
〜

　
　

所
要
時
間　

１
回
約
30
分

対
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

定
員　

な
し

内　

自
然
や
環
境
に
関
す
る
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
ゲ
ー
ム
、
森
の
観
察
な
ど

②
剣
丸
尾
の
自
然
写
真
展

日　

12
月
１
日
（
土
）

　
　
　

〜
平
成
25
年
１
月
14
日
（
月
・
祝
）

※
年
末
年
始
、
月
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

は
開
催
し
て
い
ま
せ
ん

対
象　

ど
な
た
で
も

内　

研
究
所
周
辺
の
身
近
な
自
然
に
目

を
向
け
、
普
段
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が

ち
な
〝
一
コ
マ
〞
を
紹
介
し
ま
す

●
共
通
事
項

　

参
加
費
無
料　

場
・
問　

山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　

環
境
教
育
・
情
報
担
当

　

①
に
つ
い
て

　
　

☎
０
５
５
５
―
７
２
―
６
２
０
２

　

②
に
つ
い
て

　
　

☎
０
５
５
５
―
７
２
―
６
２
０
３
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桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

①
ぶ
ら
り
月
１
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン

　

〜
ハ
ー
ブ
レ
ス
キ
ュ
ー 

冬
越
し
編
〜 

日　

12
月
６
日
（
木
）　

※
雨
天
中
止

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

内　

ハ
ー
ブ
の
冬
越
し
方
法
で
失
敗
し

た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ハ
ー
ブ
の

管
理
方
法
を
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
学

び
ま
す
。（
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
サ
ー
ビ

ス
も
あ
り
）

②
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

日　

12
月
23
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

内　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ア
メ
ガ
サ

ン
ザ
ン
フ
ッ
タ
ー
ズ
」
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
ラ
イ
ブ
！
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や

サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
曲
な
ど
、

音
楽
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
♪ 

③
は
じ
め
て
の
草
木
染
め 

日　

12
月
22
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

内　

自
然
の
草
花
を
使
っ
て
、
ハ
ン
カ

チ
を
染
め
て
み
よ
う
！

●
共
通
事
項　

対
象

①
大
人　

②
③
ど
な
た
で
も　

定
員　
　

①
③
15
名
程
度
（
先
着
順
）
②
な
し

参
加
料　

①
②
無
料
③
１
人
８
０
０
円
（
材
料
費
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相　

談

暮らしの情報

申
込
方
法　

①
③
予
約　

窓
口
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加
者
全
員

の
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
、
性
別　

※
お
申
込
み
さ
れ
た
方
に
詳
細
を
お
伝

　

え
し
ま
す

②
特
に
な
し

申
・
問　

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　
　
　
　
　

里
山
交
流
館
内　

　
　
　
　
　

公
園
管
理
事
務
所　

村
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
(20)
３
０
８
０

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
(26)
５
４
４
４

　
 　

　

in
fo
@
w
elln
essp
ark
.n
e.jp
 

相

談

そ
 う

だ
 ん

冬
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
無
料
相
談
会

 

目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

12
月
９
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

山
梨
県
立
盲
学
校

　
　

（
甲
府
市
下
飯
田
２
―
10
―
２
）

申　

12
月
６
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み

※
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問　

県
立
盲
学
校　

Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み

　
　
　
　

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

吉
田

　
　

☎
０
５
５
―
２
２
６
―
３
３
６
１

みんなの掲示板
日＝日時、日程　練＝練習日　場＝場所　内＝内容

対＝対象者　定＝定員　￥＝参加料、会費　主＝主催

持＝持ち物　申＝申込方法　問＝問合先　他＝その他

第24回会長杯
　　山梨県少年少女空手道選手権大会
　11月４日に小瀬武道館で開催された大会
の結果をお知らせします。
「形の部」
　小学１年男子　優勝　小林厘公（初狩小）
　小学２年男子　優勝　高橋凜久（鳥沢小）
　小学４年女子準優勝　黒部芹菜（猿橋小）
　小学６年女子準優勝　黒部佑衣（猿橋小）
「組手の部」
　小学１年男子　優勝　小林厘公（初狩小）
　小学４年女子準優勝　黒部芹菜（猿橋小）
■問＝北神館空手道スポーツ少年団　浅川
　　　　　☎０９０－７８１６－７５１６
「団員募集中！　毎週火曜日　総合体育館で
稽古しています」

知られざる岩殿山～修験の森の写真展～
■日＝11月27日（火）～12月16日（日）　
　　　午前10時～午後６時
■場＝「まち宿り」ギャラリー
　　　（大月１―11―15）
■内＝岩殿修験にスポットを当て、知られざ
る岩殿山の新しい魅力を伝える写真展
■問＝和田☎(22)１８１６

　「みんなの掲示板」は、市民の皆さんが気軽
に参加できる催しものなどをお知らせするもの
です。掲載内容は直接お問い合わせください。
申込方法　広聴広報担当に原稿を添えて、掲載
月の前月10日までにお申込みください。なお、
先着順とします。
申込にあたって…
●中立性、公共性を欠くもの、営利目的、政治・
宗教活動、その他広報の掲載内容に適さないも
のは掲載できません。
●掲載内容については、申込者が責任を負い、
対応してください。苦情等が寄せられた団体等
は、以後、掲載しないことがあります。
●１つの団体等による掲載は、内容を問わず、
年間４回までとします。



国 保 ・ 高 齢 者 医 療

～国民健康保険税・後期高齢者医療保険料は、納期限までに忘れずに納めましょう～

国民年金

問合　保健課 国保医療担当　☎（23）８０３７

【みんなで支える後期高齢者医療保険制度】

 75 歳（一定の障害がある人は 65 歳）以上の方を対象

とした医療制度です。病気やけがの治療を受けたとき

は、かかった医療費の１割または３割の自己負担を窓

口で支払います。（所得により判定します。）

★ 75歳になられる方

　現在、加入している医療制度（国保、健康保険、共済等）

に関係なく、75 歳の誕生日から該当となり、手続きを

しなくても保険証が送付されます。

★65歳以上で一定の障害をおもちの方の加入申請について

　次の障害者手帳などをお持ちの方は、申請により後

期高齢者医療保険に加入することができます。

　①身体障害者手帳１級、２級、３級、４級の一部

　②療育手帳Ａ１、Ａ２

　③国民年金などの障害年金１級、２級

　④精神障害者保健福祉手帳１級、２級　

★後期高齢者医療保険制度の財源について

　加入されている方の保険料、75 歳未満の方からの支

援金、国・県・ 市の公費負担（税金）が財源となって

います。運営費はみんなで出し合って制度を支えていま

◆
年
金
の
加
入
期
間
が
25
年
未
満
の
方
へ 

・
年
金
の
加
入
期
間
が
25
年
未
満
で
も
、

カ
ラ
期
間
（
注
１
）
と
合
わ
せ
て
25
年
以

上
あ
れ
ば
年
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

・
生
ま
れ
た
年
な
ど
に
よ
り
、
25
年
未
満

で
も
年
金
を
受
け
取
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。（
注
２
） 

・
過
去
10
年
以
内
の
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
の
期
間
を
、
お
申
し
込
み
に
よ

り
平
成
27
年
９
月
ま
で
に
保
険
料
を
納
付

し
て
25
年
に
な
る
と
年
金
を
受
け
取
れ
ま

す
。（
後
納
制
度
）

（
注
１
）
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者
で
あ

っ
た
期
間
の
う
ち
、
昭
和
61
年
３
月
ま
で

の
間
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
期
間
な
ど

（
注
２
）
誕
生
日
が
昭
和
27
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
で
、
厚
生
年
金
の
加
入
期
間

が
20
年
以
上
の
場
合
な
ど

◆
年
金
の
受
け
取
り
開
始
を
66
歳
以
降
に

繰
り
下
げ
て
い
る
方
へ 

・
70
歳
に
な
っ
て
も
、
年
金
は
自
動
的
に

は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
受
け
取
り
を
始
め

る
た
め
に
は
、
年
金
の
請
求
が
必
要
で
す
。

◆
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
あ
る
65
歳
以

上
の
方
へ 

・「
老
齢
厚
生
年
金
」
と
「
老
齢
基
礎
年

金
」
の
２
種
類
の
年
金
が
受
け
取
れ
ま

す
。
片
方
の
年
金
だ
け
を
受
け
取
っ
て
い

る
方
は
、
受
け
取
っ
て
い
な
い
年
金
に
つ

い
て
、
改
め
て
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

・
片
方
の
年
金
の
受
け
取
り
開
始
を
繰
り

下
げ
て
い
る
方
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
に

年
金
の
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

◆
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
の
あ
る
方
で
、

「
65
歳
に
な
っ
て
か
ら
年
金
を
受
け
取
ろ

う
」
と
思
っ
て
い
る
方
へ 

・
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
１
年
以
上
あ

る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
方
に
対
し
て
支

払
わ
れ
る
「
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

（
注
３
）」
に
つ
い
て
は
、
65
歳
に
な
る
前

に
請
求
し
て
も
、
年
金
額
が
減
ら
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
請
求
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

（
注
３
）
65
歳
前
に
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
老
齢
厚
生
年
金 

◆
60
歳
以
上
で
、
会
社
に
お
勤
め
の
方
へ 

・
現
在
、
会
社
に
お
勤
め
の
方
も
、
年
金

を
受
け
取
る
資
格
を
満
た
し
て
い
る
場
合

は
、
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

・
給
与
の
額
な
ど
に
応
じ
て
年
金
の
支
払

額
の
調
整
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
全
額
停
止
の
場
合
を
除
き
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ご
相
談
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ 

　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

ま
た
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
年
金
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://w
w
w
.n
en
k
in
.g
o
.jp

問合　日本年金機構　大月年金事務所　☎ (22) ７９３９
　　　市民課　戸籍住民担当　☎ (23) ８０２２

年
金
の
請
求
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

年
金
の
請
求
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

す。

★各種手続きは市が窓口となります

　この制度は、山梨県後期高齢者医療広域連合が保

険者となり、市は保険料の徴収、各種申請・届出の

受付、保険証の交付などの窓口業務を行なっています。 

★医療費について

　医療費が全国的に増え続けており、後期高齢者医

療保険や国民健康保険も年々増加傾向にあります。

　年齢を重ねるとともに日ごろの健康管理がより大

切になります。ご自分の健康状態を知り、生活習慣

病の予防・改善に努め、医療費の節約にご協力をお

願いします。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【高額医療・高額介護合算療養費制度】
　医療と介護の両方の自己負担額 ( 年額 ) が高額に

なった世帯の負担を軽減する制度です。支給対象と

なる被保険者の方には、平成 25 年１月初旬に郵送で

お知らせします。
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富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

　
　
　

助
成
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　

助
成
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す

●
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

●
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

　

平
成

　

平
成
2525
年
１
月
８
日
（
火
）

年
１
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
２
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

〜
２
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前

　
　
　
　
　

午
前
1010
時
〜
午
後
３
時

時
〜
午
後
３
時

※
郵
送
は
、
２
月
８
日
の
消
印
ま
で

※
郵
送
は
、
２
月
８
日
の
消
印
ま
で

　

有
効　
　
　
　
　
　

　

有
効　
　
　
　
　
　

●
会
場
で
の
受
付

●
会
場
で
の
受
付

　

平
成

　

平
成
2525
年
１
月

年
１
月
2424
日
（
木
）

日
（
木
）

　
　

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
６
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
６
会
場

●
請
求
書
用
紙
の
入
手
方
法

●
請
求
書
用
紙
の
入
手
方
法

　

市
福
祉
課
の
窓
口
に
配
置
。
ま
た

　

市
福
祉
課
の
窓
口
に
配
置
。
ま
た

は
、
当
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

は
、
当
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
用
紙
印
刷
が
で
き
ま
す
。

ら
も
用
紙
印
刷
が
で
き
ま
す
。

●
注
意
事
項

●
注
意
事
項

　

必
ず
請
求
書
用
紙
記
載
の
留
意
事

　

必
ず
請
求
書
用
紙
記
載
の
留
意
事

項
等
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く

項
等
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

問
合
お
よ
び
郵
送
先

問
合
お
よ
び
郵
送
先　

福
祉
課

　

福
祉
課

　

☎
０
５
５
５

０
５
５
５
――
２
４
２
４
――
９
０
４
７

９
０
４
７

〒
４
０
３
―
０
０
０
５

〒
４
０
３
―
０
０
０
５

　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
１
―
２
―
５

　

富
士
吉
田
市
上
吉
田
１
―
２
―
５

Ｕ
Ｒ
Ｌ

Ｕ
Ｒ
Ｌ　　

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.
http://w

w
w
.pref.yam

anashi.

jp/ft-hokenf/n
en
ry
o
u
h
i_ft.h

tm
l

jp/ft-hokenf/n
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ry
o
u
h
i_ft.h

tm
l

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　
　

エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
夜
間
検
査

　　

1212
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ

月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ

ー
」
で
す
。
こ
れ
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

ー
」
で
す
。
こ
れ
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
関
）
が
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の

保
健
機
関
）
が
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の

エ
イ
ズ
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
Ｈ
Ｉ

エ
イ
ズ
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
の

Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
の

解
消
を
図
る
た
め
に
提
唱
し
て
い
る

解
消
を
図
る
た
め
に
提
唱
し
て
い
る

も
の
で
す
。

も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
希
望
す
る
方

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
希
望
す
る
方

に
エ
イ
ズ
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま

に
エ
イ
ズ
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
検
査
は
匿
名
・
無
料
で
す
が
、

す
。
検
査
は
匿
名
・
無
料
で
す
が
、

予
め
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

予
め
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
い
。

●
夜
間
検
査

●
夜
間
検
査　　

　　

1212
月
４
日
（
火
）、　

月
４
日
（
火
）、　

1111
日
（
火
）

日
（
火
）

　
　

午
後
５
時
〜
７
時
（
受
付
）

　
　

午
後
５
時
〜
７
時
（
受
付
）

●
通
常
検
査

●
通
常
検
査　　

　

月
〜
金
曜
日

　

月
〜
金
曜
日

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
受
付
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
受
付
）

※
感
染
の
心
配
が
あ
っ
た
日
か
ら
３

※
感
染
の
心
配
が
あ
っ
た
日
か
ら
３

　

か
月
ほ
ど
経
過
し
て
い
な
い
と
正

　

か
月
ほ
ど
経
過
し
て
い
な
い
と
正

　

確
な
検
査
結
果
が
出
ま
せ
ん

　

確
な
検
査
結
果
が
出
ま
せ
ん

問
合
問
合　

地
域
保
健
課

　

地
域
保
健
課

　

☎
０
５
５
５

０
５
５
５
――
２
４
２
４
――
９
０
３
５

９
０
３
５

　口腔機能が低下しているおそれがある高齢者（※二次

予防事業の対象者）に対して、おいしく食べて、楽しく

話し、よく笑うなどのもとになる口腔機能の維持・向上

を目的に、歯科衛生士などの指導のもと、市民会館など

で「口腔機能向上事業－おいしく食べる教室－」を実施

しています。教室では、お口の健康の大切さ、噛むこと

の意義、飲み込みのしくみといった基礎知識から歯磨き、

うがい、義歯の管理方法、口腔体操などを行っています。

　口腔機能を向上させることで、食べる楽しみが得られ、

また会話や笑顔にも自信が持てるようになります。高齢

期になってもいきいきと暮らすことは、自立した生活の

維持につながります。　

　今年度の教室は、12 月で終了となりますが、来年 4月

以降に教室が開催されますので、今年度出席できなかっ

た方は、ぜひご参加ください。

はい、地域包括支援センターです

「健やかにいきいきと過ごすために②」

※二次予防事業の対象者 ･･･「生活元気度チェック票」

の結果により介護予防事業（運動器、口腔、栄養）への

参加が必要とされた方

問合　

　介護課　地域包括支援センター　　

　　　　　　　　　☎ (23) ８０３４

教室のようす

　おいしく楽しく安全な食生活をいつまでも。　

　口腔機能向上事業 ―おいしく食べる教室―　
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毎月１日～７日は「家族で食事週間」毎月１日～７日は「家族で食事週間」食事を通して家族みんなで健康づくり

知って得する！保健師＠mame-chishiki
保健課　健康増進担当　☎（23）８０３８

季節は寒くなってきましたが、寒さに強い野菜を紹介します。

こころは疲れていませんか？　体は疲れていませんか？こころは疲れていませんか？　体は疲れていませんか？

小　松　菜小　松　菜

ー調理のポイントー

・アクが少ないので、下茹でしなくても直接に調理ができます。 

・βーカロテンやビタミンＫは、油と一緒にとると吸収力が高まるので炒め物などに、また、葉酸

　やカリウムは、水に溶け込みやすいので、煮浸し・汁物などがおすすめです。 

・カルシウムは、たんぱく質やビタミンＤと一緒にとると吸収が高まるので、ビタミンＤの豊富な

 青魚（さんま・いわし・鮭など）やきのこ類（干ししいたけ・まいたけ・きくらげなど）と組み 

 合わせて食べましょう。 

　

○こんな様子がみられたら、心の病かも知れません。

　①頭痛、下痢や不眠などの身体症状が続く。

　②欠勤や遅刻が増える、口数が少なくなる、飲酒が増すなどの行動が見られる。

　③意欲の低下、何となく調子が悪い、今まで楽しめていたことが楽しめない、自分を責める

　　などの精神症状が見られる。

　心の病は命に関わる病気です。早めに気づいて早めに対応することが大切です。心が苦しい

と感じたら一人で悩まず、心療内科や精神科などに相談しましょう。

また、家族や職場の理解も大切です。いつもと違うなと気づいたら、心配していることをさり

気なく伝え、話を聴く、焦らず見守り、本人の了解が得られれば専門機関、または保健師など

につなげましょう。

主な栄養成分と働き

○カルシウム…骨や歯を形成する　

○βーカロテン…免疫力を高める

○ビタミンＫ…止血、骨の形成を助ける

○カリウム…体の余分な塩分を排出する　　

○鉄分…血液をつくる、全身に酸素を運ぶ

○葉酸…血液や細胞をつくる

 私達は日々の生活の中で、たくさんのストレスを抱えています。適度なストレスはやる気が

増すなど、心や生活を充実させてくれますが、一度に複数のストレスを抱えたり、それが長い

期間に及ぶと、心や体に変調をきたして心の病を発症することがあります。

　心の病は自分では気づきにくく、人によっては“自分の頑張りが足りないのではないか”な

どと、ますます自分を追い詰めてしまうこともあります。

 また、家族や職場の同僚など、周囲の人が気づいてサポートして行くことが大切です。

○ビタミンＣ…筋肉、血管、皮膚、骨を強くする

○食物繊維…便通を促し腸内環境を整える　　

＊様々な栄養を含んでいます。中でもカルシウムは、

１／２束（１００ｇ）で１７０ｍｇ、１日の必要量

の１／４量のカルシウム量になります。

こんにちは保健師です

　　～冬の旬なお野菜～

ー選び方のポイントー

・葉はピンとハリがあり厚く大きく、濃い緑色のもの

・大ぶりのしっかりした株のもの

・根が長いもの（よく育っています）　　　
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★今月のお薦め図書

・日本夜
やけい

景遺産（丸
まるまる

々もとお）

　笛吹川フルーツ公園、東京スカイデッキなど

１６０か所を網
もうら

羅し、日本における夜
やけい

景の魅力を

あますところなく紹介した一冊。

★新着図書≪一般図書≫

・諏訪大社と武田信玄（武
たけみつ

光誠
まこと

）

・２０５０老人大国の現実（小
おがさわら

笠原泰
やすし

）

・オキシペタルムの庭（瀧
たきわ

羽麻
あさ こ

子）

★おすすめの児童図書

・そらのたび（工
くどう

藤ノリコ）　  

　ペンギンの兄弟３人が、初めての空の旅に出か

けます。飛行機の窓から、海や島などの景色を眺

めて旅を満
まんきつ

喫する兄弟。どんなことが起こるでしょ

う？

　★新着図書≪児童図書≫

　・せいぎのみかた ワンダーマンの巻（宮
みやにし

西達
たつ や

也）

　・プリンちゃんとおかあさん（たかおゆうこ）

　・ありがとう３組（乙
おとたけ

武洋
ひろただ

匡）

　★展示のご案内　　　　

　・『職員おすすめの本』（～ 12/27：１階展示架）

　・『子どもにすすめたい本』（～ 12/27：２階展示ホール）

　★おはなし会・よみきかせ（２階おはなしコーナー）

　・「たのしいひととき」  14 日（金）午前 11 時～

　　朗読ボランティア『如月の会』　

　　対象は幼児　内容　本、紙芝居の読み聞かせ

　・「おはなし会」  15 日（土）午前 11 時～

　　絵本とおはなしの会『ぐりとぐら』　

　　対象は幼児、小学生　

　　内容　絵本の読み聞かせとおはなし

　・「ちいさなおへや」  19 日（水）午前 11 時～

　　絵本とおはなしの会『ぐりとぐら』　

　　対象は幼児　内容　絵本の読み聞かせ、手あそび

　★お知らせ

　　予約資料は、連絡した日から７日以内にご来館　

　ください。（７日を過ぎると予約を取り消します。）

　　ご来館できない場合は、ご連絡をお願いします。

12 月の休館日

図書館利用案内・開館時間（※図書館の運営には、電源立地地域対策交付金が活用されています。）

○○「火・水・木・金」･･･　午前９時～午後７時

○○「土・日・祝日」･････　午前９時～午後５時　　　　問合　市立図書館　☎ (22) ４８１５

結
果
を
求
め
す
ぎ
な
い
姿
勢

　

実
際
に
見
学
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
し
、
新
聞

報
道
や
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
10
月
上
・
中
旬

に
「
私
の
好
き
な
と
こ
ろ
フ
ォ
ト
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
市
内
の
小
中
学
生
が
、
市
内
の
「
気
に
入
っ
た
・
他
の
人

に
見
て
ほ
し
い
場
所
や
も
の
・
行
事
」
を
写
真
に
撮
っ
た
も
の
で
、

１
５
２
名
の
小
中
学
生
が
応
募
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
写
真
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
が
も
の
を
見
る
目
や
感

ず
る
心
、
そ
し
て
、
表
現
す
る
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

参
観
者
か
ら
「
素
直
で
あ
り
の
ま
ま
に
見
つ
め
る
こ
と
は
立
派
で
す
。」

と
の
言
葉
は
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
写
真
を
見
な
が
ら
、
子
ど
も
が
成
長
す
る
に
従
っ
て
、

素
直
に
見
つ
め
る
こ
と
や
表
現
し
た
り
す
る
力
を
弱
め
、
失
く
し
た

り
し
て
い
く
状
況
に
も
思
い
が
広
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
先
月
号
の

「
自
信
」
を
失
っ
て
い
く
様
子
と
似
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ど
れ
に
も

周
囲
の
大
人
は
大
き
な
原
因
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

子
ど
も
に
自
信
を
持
た
せ
る
努
力
・
配
慮
・
対
応
を
行
う
こ
と
に
プ

ラ
ス
し
て
、
周
囲
の
大
人
が
子
ど
も
に
結
果
を
求
め
す
ぎ
な
い
と
い

う
姿
勢
や
配
慮
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

【教育相談室のご案内】

◆相談内容

　「就学」や「学校生

活の悩み」など

◆相談方法　面接相談

◆相談日・時間

　毎週月・火・木曜日

　午前９時 30分

　　　　　～午後３時

◆申し込み先

　大月市教育相談室　

　（市役所内）

　　☎ (23)８０５８
※相談は無料で、秘密

は厳守します（要予約）

お気軽にご相談くださ

い
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心
配

心
配

ＨＡ Ｊ

行

法

登

人

成

消

心
配

心
配

Ｃ

Ｆ

消心
配

消

人

ＥＤ

　●今月の納税期限　　★固定資産税　３期納期　★国民健康保険税／★介護保険料／★後期高齢者医療保険料　６期納期　

消

おおつき情報カレンダー
12 

１
火日 木月 水 金 土

10 11
13

12
15 16 17 18 1914

20 22 23 24 25 2621
27 29 30 3128

先勝 友引

先負

先負仏滅 仏滅

仏滅

仏滅

大安

大安

赤口

赤口

JAN

下弦

新月

上弦

※略称

役…市役所　福…福祉センター　保…保健センター　市…市民会館

各種相談情報
子育て支援情報

上記表のマークについて

先勝

友引 大安

赤口

法

消

… 法律相談（要予約）午前９時～正午 役 市民課 (23)8023

… 人権相談 午後１時～３時 市 市民課 (23)8023

… 行政相談 午後１時～３時 役 市民課 (23)8023

… 登記相談（要予約）午後１時～２時 30 分 役 市民課 (23)8023

… 消費生活相談 午前９時～午後４時 役 市民課 (23)8023

… 心配ごと相談 午前９時～ 福 社会福祉協議会 (23)2001

… 成年後見制度無料相談 午後１時 30 分～ 役 介護課 (23)8034

… 結婚相談 午後１時～５時 市 結婚相談所 (22)4811

法

結

成

消

登

行

人

心
配

結

先負

先負

Ａ　４か月児（H24.7）健診 　　　　　  午後 1時 15 分受付

Ｂ　９か月児（H24.2）健診　　　　　　 午後 1時 15 分受付

Ｃ　１歳６か月児（H23.5）健診　　　　 午後 1時 15 分受付

Ｄ　２歳児（H22.11）歯科健診　　　　  午後 1時 15 分受付

Ｅ　２歳６か月児（H22.5）フッ素塗布　 午後１時 15 分受付

Ｆ　３歳児（H21.10）健診　　　 　　　 午後 1時 15 分受付

Ｇ　ママパパ学級　　　　　　　　　　  午後 1時 20 分～

Ｈ　育児教室　　　　　　　　　　　　  午後 1時 20 分受付

Ｉ　もぐもぐ（離乳食）教室　　　　　  午前 9時 20 分までに受付

Ｊ　ﾋﾞｯｸﾞﾑｰﾝﾍﾞｲﾋﾞｰ（乳児）　　　　　　 午前 10 時～

Ｋ　ﾋﾞｯｸﾞﾑｰﾝﾍﾞｲﾋﾞｰ（幼児）　　　　　　 午前 10 時～

※場所　保健センター　※問合　保健課健康増進担当（23）8038

心
配

先勝
心
配消

満月

仏滅

大安

先勝 友引

結

結

結

大安 赤口

赤口 先勝

心
配

Ｂ Ｋ

今月のイベント情報などのお知らせです。

詳細は、お問い合わせくださいね！

 2012 師走
５

６ ８ ９７

友引

友引

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed 木 thu 金 fri 土 sat
１
●メール

マガジン配信日

２ ３

   

４ ５ ６
●ガーデニング
レッスン　P30

７ ８
●児童館クリスマ
ス会

９
●第２回景観景観
住民説明会　P17

10

   

11 12 13 14
●親子遊び P29

15

16
●衆議院議員選挙・
最高裁判所裁判官
国民審査投票日
　　　　　　P12

17 18
●親子遊び P29　

19 20 21 22
●親子体験教室

23
●郷土研究講演会
　　　　　　P29
●クリスマス
　　コンサート　
　　　　　　P30

24 25 26 27 28 29

30 31 １

１月

２ ３ ４ ５

３ ４１ ２

先負

大安

消

消

※年末年始の閉庁日に伴うお知らせはＰ 20・21 をご覧ください。

●特設人権相談

（市民会館）

午前 10 時～午後３時
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　　地域に埋もれている民話などを発掘し、後世

に語り継いでいくことを目的に「大月の民話を

語りつぐ会」では、民話発表会を実施していま

す。　今年は、下和田・瀬戸・上和田地区を題

材に発表を行いました。映像と大型紙芝居を利

用しての説明は、分かりやすく、来場された方

を楽しませていました。

　

悲
し
み
の
森
・
癒
し
の
森
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

　
　

10
／
27
・
28　

笹
子
町
地
内

　　３２５名の方が参加し、「第 15 回梁川公民

館ふれあい祭り」が開催されました。

　当日は、模擬店、水墨画・陶器等の展示や町

民による寸劇、舞踊など、盛りだくさんの内容

で行われました。

　会場は、賑やかな雰囲気に包まれ、町民相互

の親睦を深めるお祭りとなりました。

　　

昨
年
に
引
き
続
き
、
地
元

林
業
関
係
者
を
ガ
イ
ド
に
、

荒
廃
林
（
悲
し
み
の
森
）
と

手
の
入
っ
た
森（
癒
し
の
森
）

を
比
較
し
、
森
林
保
全
の
大

切
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
ツ

ア
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
で
、
34
名
の
方
が

参
加
し
、
間
伐
体
験
や
ハ
ン

モ
ッ
ク
体
験
、
交
流
会
を
通

じ
て
、
森
林
・
林
業
な
ど
の

課
題
や
森
林
の
再
生
に
つ
い

て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

大月の民話発表会（下和田・瀬戸・上和田地区）

　　10／ 27　市立図書館　　

　第 15回梁川公民館ふれあい祭り

　　10／ 28　旧梁川小学校

まちまちの話題の話題
HOT SPOTHOT SPOT

間伐体験をする参加者間伐体験をする参加者

癒しの森へ癒しの森へ

間伐について説明間伐について説明
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　　郷土資料館と北教研社会科部会の共同事業と

して、市内の小中学生を対象に「社会科教室 

化石発掘体験」が行われました。

　子ども達は、化石の含まれる原石を金づちと

ドライバーを使って削り、原石から木の葉が姿

を現すと、わーっと喜びの歓声をあげていまし

た。悠久の歴史を感じる体験となりましたか。

　災害の発生に備え、自立する自主防災組織の

活動を推進するため、地域防災リーダー養成講

習会が開催されました。参加された 32 名の方

は、防災に関する講義や応急救護などの実技訓

練に真剣な眼差しで取り組んでいました。

　今後、リーダーの皆さんには、地域で中心的

な役割を担うことが期待されています。

　

第
18
回
福
祉
・
保
健
ま
つ
り

　
　

11
／
10　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　　

今
年
で
18
回
目
と
な
る
「
福

祉
・
保
健
ま
つ
り
」
が
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
や
ふ
た
ば
保
育
園
児
に
よ
る

お
遊
戯
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

健
康
に
関
す
る
相
談
・
各
種
測

定
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、私
た
ち
の
身
近
な
福
祉
、

健
康
に
つ
い
て
、
楽
し
み
な
が

ら
考
え
、
体
験
で
き
る
お
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。

社会科教室　化石発掘体験

　11／ 10　郷土資料館

「よい歯のコンクール」被表彰者「よい歯のコンクール」被表彰者

フォークダンスフォークダンス

みんなでカロリー計算みんなでカロリー計算

　地域防災リーダー養成講習会

　　10／ 28　消防本部

★身近な話題をお伝えするコーナーです。あなたの地域の情報をお待ちしています。



ＤＡＴＡ　（Ｈ24.11.1 現在）住民基本台帳による（※外国人住民を含む）

世帯数 10,743　人口 27,852　〈男〉13,635　〈女〉14,217
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月生まれの12
元気な子

　

平
成
22
・
23
・
24
年
の
１
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。
掲
載
希
望
の
方
は
、
12

月
12
日
（
水
）
ま
で
に
、
お
子

さ
ん
の
写
真
（
頭
部
の
周
辺
に

余
白
の
あ
る
も
の
）
と
お
子
さ

ん
の
名
前
、
生
年
月
日
、
保
護

者
の
名
前
、
続
柄
、
住
所
、
電

話
番
号
、
20
文
字
程
度
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
ド
シ
ド
シ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
送
付
を
希
望

さ
れ
る
方
も
同
様
の
内
容
を
記

載

し

て
、『k

o
u
h
o
u
-19206@

city
.otsuk

i.lg
.jp

』
に
ご
送
信
く

だ
さ
い
。
受
信
確
認
後
、
返
信

メ
ー
ル
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
送
信

す
る
際
は
、
タ
イ
ト
ル
「
広
報

お
お
つ
き
１
月
号
元
気
な
子
」

と
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
ル
送
信
後
、
１
日
以
上

経
過
し
て
も
返
信
が
来
な
い
場

合
に
は
、
メ
ー
ル
が
届
い
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お

手
数
で
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

き
ま
す
。）

※
お
写
真
は
、
返
却
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

深
ふかさわ

澤優
ゆう な

奈ちゃん（１才）
賑岡町強瀬

「お散歩とお馬さん大好
き！！ 元気いっぱいの
優奈です」

畠
はたけやま

山菜
なな

那ちゃん（２才）
梁川町立野

「よく食べて、よくしゃ
べって、よく笑う、や
んちゃ姫です★」

本
ほんだ

田結
ゆ き

希ちゃん（１才）
猿橋町藤崎

「チャームポイントは
下がり眉！パパにそっ
くりね」

小
お ま た

俣 蓮
れん

ちゃん（２才）
大月町真木

「アンパンマンが大好
き。やんちゃすぎる蓮
くんです！」

山
やまぐち

口和
ほの か

花ちゃん（１才）
賑岡町奥山

「毎日元気に遊んでい
ます。イタズラ大好き
なほのちゃんです。」

天
あま の

野李
り な

南ちゃん（２才）
大月町真木

「元気一杯！かれん姉
ちゃんを追いかけまわ
すリトルモンスター・
リナザウルスです♡」

後
ごとう

藤亮
りょうや

哉ちゃん（２才）
七保町下和田

「トーマス大好き♪食
べるの大好き♪いつも
元気いっぱい！！やん
ちゃな亮哉です☆」

清
しみず

水理
り あ

杏ちゃん（１才）
大月１丁目

「イタズラ大好き！！
とっても甘えん坊でい
つも笑顔の理杏ちゃん
でーす♡♡」

藤
ふじもと

本梨
り お な

央奈ちゃん（３才）
富浜町宮谷

「プリキュア大好き♡
『元気もりもり明日へ
jump ！キュアりーこ
(^_^)v』」 

佐
さと う

藤快
かいせい

星ちゃん（３才）
猿橋町伊良原

「仮面ライダーとウル
トラマンが大好きな
快星です。」

藤
ふじもと

本來
らい き

輝ちゃん（３才）
賑岡町強瀬

「車好き～！！弟には
基本優しいお兄ちゃん
★いっぱい食べておっ
きくなれー (・∀・)」

　寒い冬、いつもは車で移
動しますが、たまに歩くと
景色の変化に気付きます。
紅葉、落葉、「あれっ、こん
なところにお店が！」、エコ
な生活から始まる発見の楽
しさは、健康にも役立ちます。
　そして、歩くコースや人
生にも、近道や回り道と、
道にもいろいろありますが、
皆さんも歩いてみません
か？
　健康への散歩道！（Ｎ）
　　　

ほっとタイム

山
やまぐち

口莉
り お

央ちゃん（３才）
賑岡町強瀬

「元気いっぱい、弟大
好き、可愛い莉央ちゃ
んです★」 

網
あみ の

野愛
あい さ

紗ちゃん（１才）
七保町下和田

「いたずら大好き♪
みんな私から目を離さ
ないでね」

長
おさだ

田彩
あや か

伽ちゃん（１才）
賑岡町強瀬

「いつも元気なイタズ
ラっ子の彩ちゃんです
♡ 大好きなにぃにと
今日もいっぱい遊んで
ます♡」

天
あまの

野歩
ふ う が

優雅ちゃん（１才）
初狩町下初狩

「食う、そして食う。
大怪獣」

石
いし と や

戸谷柚
ゆ う

羽ちゃん（１才）
大月町花咲

「ねぇねが大好き！ 
柚羽ちゃんの笑顔にみ
んな癒されてます。」

小
おまた

俣裕
ゆ ら

楽ちゃん（３才）
大月３丁目

「あ～ちゅんもあっとい
うまに３歳だね。今が
とっても可愛らしく成
長が嬉しくも寂しくも
あるパパとママです…」


